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町  章    

 

 

 

 

                           

町章 いわ  

      二宮町 二宮を図案化した 飛躍す 町民 や 思いを 

      そ 翼 円 形 象徴し い す 昭和 33年４月制定  

 

 

二 宮 町 町 民 憲 章   昭和 53年７月制定  

  わた したち 美しい自然 恵 た 長寿 里 二宮 町民 あ

誇 責任を 明 豊 町 た 町民憲章を定 す  

○ 郷土を愛し 自然をい す い 二宮町を し う  

○ ふ あいを深 を あう わや 二宮町を し う  

○ を守 良習を 住 い二宮町を し う  

○ 幸せを願い 健や 明 い二宮町を し う  

○ 教養を高 文化 豊 二宮町を し う  

 

 

町 木・町 花・町 鳥    

 

 

 

 

 

                      

            

町の木 ば  

古く ら武士や高貴 身分

の人々 ら 品種

多く 木 簡単 ふや

せ す 町の中 多く親

の深い木 す  

昭和 48 ８月制定  

町の花 ンナ  

明治の末 渡来 花

生命力 強く 赤や黄 色

あ や す 他の花の少

く 頃 咲 町

の中を明 く す  

昭和 48 ８月制定  

町の鳥 ヤマ ラ  

常緑広葉樹林を好 人懐

こく親 やすい鳥 町

目指す自然豊 心のふ

里山 のシンボル ふ わ

く 広く町民 親 鳥

す 成 23 １月制定  



二宮町教育大綱 

 

■ 大綱策定の趣旨 

  成 26 月 地方教育行政 組織及 運営 関 法 以 法

言う 一部 改正さ 成 27 月 新た 教育委員会制度 スタ

た こ 制度 目的 教育 政治的中立性 性 安定性を確保

地方教育行政 け 責任 明確化 迅 危機管理体制 構築 首長 連携を

強化 こ あ こ を実現させ た 方策 一 地方公共団体

長 当該地方公共団体 教育 学術及 文化 振興 関 総合的 施策

大綱 策定 位置付け た  

  二宮 教育 総合計 基 二宮 教育委員会基本方針

を定 具体的 組 を行 い こ 法 改正を け 大綱

教育 け 方向性をわ や く示 こ こ 明確 目標

長 教育委員会 今 以 連携 教育 推進 携わ こ  

子 大人 生涯を通 共 学 共 成長 ちを く た

そ 指針 二宮 教育大綱 を定  

 

■ 大綱の期間 

  成 31 度 成 34 度 間 ※ 

  こ 第 次二宮 総合計 期基本計 計 期間 連動 見直

う設定  

 

   ※ 元号改正 伴い 便宜 元号表記を 成 成 31 5月以降 新元号 読 替え  

 

■ 大綱の基本理念 

 

 

 

 

 

 

 

町民一人 の まち く の力 地域の力 を活 した 共

学 共 育 教育 を推進します 

 



 

 

■ 大綱の基本方針 

 

  人権を尊重し合う心を育 自 考え生 力を育 ます  

 

⚫ 一人 人権を尊 豊 人間性 社会性を育 自他

生命を大切 教育を進  

⚫ 子 たち一人 発達段階 合せた確 学力 健や 体力を養

い  

⚫ 地球的 視 自 考え主体的 行動 世界 羽 たく人材を育

 

 

  落ち着いた学習環境 未来を見据えた教育環境 く を進 ます  

 

⚫ 新 い時代 相応 い能力を身 け う 児童生徒 良い学習

環境 く 組  

⚫ 地域社会 子 たち 安全 安心 快適 学べ 教育環境 く

組  

⚫ 子 たち 明 い将来を見据え 教育施設 あ 方 い 検討を進

 

 

  町民 主人公 文化やスポーツ 生涯学習の振興を進 ます  

 

⚫ 活力あ 地域コミュニ く た 生涯学習や生涯スポ ツ 機会

充実 努  

⚫ 生涯学習センタ ラ ン や図書館 社会教育施設 充実 努

 

 

 

成 月制定  

成  月改定  



 

 

 

第１章 町勢の概要 
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 宮町 概要 

 

 位置 自然条件 

  宮町 神奈川県 西南部 位置 東京 距離 約 70km 東 大磯町 丹

沢連峰 背 中井町 西 中村川 さ 小田原市 南 相模湾 面 い  

  町 形状 角形 中央部 級河川 葛川 流 い 南部 東西 幅

3.3km 進 狭 南 3.8km 総面積 9.08ｋ㎡  

  町 東西 東海道 線 東海道新 線 国道 号線 西湘 イ ス 小田原厚木道路 南

県道秦野 宮線 走 町道 連結 住民 利便 供さ い  

  気候 温暖 豊 自然 新鮮 海 山 加え 純朴 風土 い生活環境

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 町 地区別地  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 地区  Ｎo 地区  

 一色  緑 丘 

 百合 丘   百合 丘  

 百合 丘   中里 

 元町   元町南 

 富士見 丘  10 富士見 丘  

11 富士見 丘  12 松根 

13 町 14 中町 

15 町 16 梅沢 

17 越地 18 茶屋 

19 釜野 20 川匂 
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 歴 史 

  宮町 世紀中頃 師長国 属 霜見 いう地 東国 一山村

大 改新 年 国 郡 里 制 入 師長国 相
さ

武国 合併

相模
さ

国 こ 地 相模国余綾郡霜見郷 相模国 成立 関わ 情 今

日 伝わ 国府
こ う

祭 式座問答 神 見 こ 頃 級津彦
ひこ

こ

川勾
わ わ

神社 寒川神社 相模国 一 宮 対 宮 称さ 地域

鎮守 多 人々 信仰さ こ 頃 霜見 含 こ 地方 宮

う  

 

  江戸時代 入 幕府 直轄地 天領 一色 中里 宮 塩見 江戸時

代 期 宮村 併合 梅沢 後 山西村 川匂 村 村制 施行さ

こ 村々 幕府 大 旗 領地 東海道 宿駅制 定

中 梅沢地区 東海道 大磯宿 小田原宿 中間 位置 間
あい

宿 松屋 陣

茶屋 集 大い 賑わい  

 

  明治時代 廃藩置県 明治 年 年 こ 地 足柄県淘
ゆ

綾郡 属

さ 年 神奈川県 編入さ 年 市町村制 施行さ 村 合併

吾妻村 誕生 年 東海道 線 開通 年 宮駅 開設さ

人 物資 要所 発展  

 

  昭和 年 年 月 町制 施行 宮町 年代 気

候温暖 山 海 丘陵 住宅地 人気 集 宅地 造成 急 進

年々人 増加  

 

  こ 対応 昭和 年 宮駅舎 改良さ 町 玄関 一新 町

内 道路 公園 体育館 生涯学習センター 公共施設 建設 進 さ

公共 水道 生活基盤 整備 進 い住環境 実現 新 い

推進 町制施行時 半農半漁 いう 村 あ 宮町 や 気候

風土 あい 住 い湘南 住宅地 発展 今日 至 い  



世帯数 増加率 総数 増加率 男 女
世帯 ％　 人 ％ 人 人 人 人 人/０㎡

明治30 770 - 5,432 - 2,687 2,745 97.9 7.05 606

※35 820 6.49 6,172 13.62 3,052 3,120 97.8 7.53 689

※40 864 5.37 6,644 7.65 3,392 3,252 104.3 7.69 742

※大正元 937 8.45 6,944 4.52 3,542 3,402 104.1 7.41 775

※5 1,065 13.66 7,375 6.21 3,726 3,649 102.1 6.92 823

14 1,442 35.40 7,679 4.12 3,952 3,727 106.0 5.33 857

昭和5 1,504 4.30 7,960 3.66 4,066 3,894 104.4 5.29 888

10 1,594 5.98 8,248 3.62 4,111 4,137 99.4 5.17 921

15 1,655 3.83 8,711 5.61 4,410 4,301 102.5 5.26 972

20 2,481 49.91 12,264 40.79 5,789 6,475 89.4 4.94 1,369

25 2,476 -0.20 12,679 3.38 6,219 6,460 96.3 5.12 1,415

30 2,640 6.62 13,210 4.19 6,564 6,646 98.8 5.00 1,474

35 2,884 9.24 13,607 3.01 6,654 6,953 95.7 4.72 1,519

40 3,497 21.26 15,246 12.05 7,578 7,668 98.8 4.36 1,702

45 5,623 60.79 21,650 42.00 10,707 10,943 97.8 3.85 2,416

50 6,692 19.01 24,859 14.82 12,363 12,496 98.9 3.71 2,774

55 7,660 14.47 27,221 9.50 13,419 13,802 97.2 3.55 3,038

60 8,442 10.21 28,936 6.30 14,252 14,684 97.1 3.43 3,230

成2 9,085 7.62 29,415 1.66 14,406 15,009 96.0 3.24 3,283

7 10,103 11.21 30,576 3.95 15,053 15,523 97.0 3.03 3,367

12 10,927 0.61 30,802 -0.98 15,113 15,689 96.3 2.82 3,392

17 11,052 0.24 30,247 -0.62 14,664 15,583 94.1 2.74 3,331

22 11,338 -0.20 29,522 -0.41 14,333 15,189 94.4 2.60 3,251

※23 11,413 0.66 29,382 -0.47 14,259 15,123 94.3 2.57 3,236

※24 11,486 0.64 29,305 -0.26 14,224 15,081 94.3 2.55 3,227

※25 11,506 0.17 29,036 -0.92 14,079 14,957 94.1 2.52 3,198

※26 11,507 0.01 28,767 -0.93 13,907 14,860 93.6 2.50 3,168

27 11,183 -2.82 28,378 -1.35 13,647 14,731 92.6 2.54 3,125

※28 11,292 0.97 28,244 -0.47 13,577 14,667 92.6 2.50 3,111

※29 11,306 0.12 28,010 -0.83 13,480 14,530 92.8 2.48 3.085

※30 11,381 0.66 27,919 -0.32 13,450 14,469 93.0 2.45 3.075

※令和元 11,436 0.48 27,744 -0.63 13,372 14,372 93.0 2.43 3.056

 資料：国勢調査結果 各 月 日現在 ( ※ 神奈川県人口統計調査によ )

　二宮町 人口と世帯 推移
　　項目
　

別

世帯 人口
女100
とした
男 数

世帯
当た

人員

人口密度
０㎡

当た
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　　　　　３　二宮町の人口推移グラフ

国勢調査結果 各年10月１日現在

人

このころ ら

富士見 丘団
地

0

2,500

5,000

7,500

10,000

12,500

15,000

17,500

20,000

22,500

25,000

27,500

30,000

32,500

総数

男

女

昭和49

ろ
富士見 丘団地

県営中里団地
入居 じまる

昭和55
二宮西中学校開校

昭和52
山西小学校開校

成５
ろ

緑 丘団地
入居 じまる

日鉱団地
入居 じまる

二宮町
町制 じまる

戦災 る疎開や
戦後 農村移住、
引 上 復員

二宮小学校改称
二宮中学校開校

昭和40
一色小学校開校

昭和41
ろ

百合 丘団地
入居 じまる

人
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　人口 ラミッド

※ 男女別及び男女合計 総人口 人口ピラミッド 含 れ い年齢不詳 方々も含 す

齢別人口統計調査結果　 成3１ 1月1日現在　総人口27897人

４　 齢別人口構成グラ
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第２章 教育のあゆみ 
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 宮町 教育 あゆ  

 

明治 5 (1872) 学制 発 宮町 当時 宮村 中里村 色村 山西村 匂村 

村 分 足柄県淘綾郡 16 村 内 属  

明治 6 (1873) 現在 宮 学校 第 大学区第 中学区第 番 学思文館  

宮校 称 知足寺 開校 宮村 中里村 色村 部 生 入学  

思文館西支校 を宝蔵寺 開校 山西村 匂村 生 入学  

明治 7 (1874) 思文館 宮校 手狭 宮村大應寺 移 開校 

明治 9 (1876) 足柄県 神奈 県 合併 思文館 宮校 淘綾郡 宮村 第百廿番 学 宮学 

校 西支校 第百十七番 学山西学校 満 ～14  

明治11 (1878) 宮学校 山西学校 合併 宮村字内原 現在 宮 学校 地 校舎 

を新築 宮 学校 称 宮 学校教育 第 歩始  

明治12 (1879) 学制 を廃 教育 を 就学 齢を短縮 学齢期間中最 16  

学校 設立を町村 任 学務委員 を設置 宮 学校  

立 宮 学校 改称 

明治13 (1880) 改 教育 学校 就学義務 再び強 さ 最 就学  

毎 16 出席 必要  

明治19 (1886) 学校 初 義務教育 限 学校 常  

明治22 (1889) 町村制施行 伴い 宮村 中里村 色村 山西村 匂村 合併  

淘綾郡吾妻村  

明治23 (1890) 吾妻村立 常 色 学校 色村字中南 現 色 民館 地 開校  

色地区 全生 口 学校 常 色 学校へ 就学  

教育勅語 発  

明治28 (1895) 宮 学校 現在地 校舎を新築 常吾妻 学校 改称 運動場 校

庭 整備さ 戦勝 念 各 学校 樟樹 種子 苗木を配  

明治29 (1896) 吾妻 学校 修業 限 高等科を併置 常高等吾妻 学校 改称 

大 郡 淘綾郡 合併 中郡  

明治33 (1900) 学校 改 義務教育 限 統 さ 授業料 収 い 

明治35 (1902) 東海道線 宮駅 開業 

明治40 (1907) 学校 改 義務教育 限 常科 高等科  

明治44 (1911) 実業 児童 技能教育 た 吾妻 学校 実業補習学校を 附設  

大  3 (1914) 吾妻村立 常 色 学校 吾妻 学校 統合さ 常高等吾妻 学校 色 

分教場 常 生 就学 生 吾妻 学校 授業 

大  4 (1915) 児童数 増加 吾妻 学校 階建 新校舎増改築 

大  6 (1917) 吾妻 学校 運動場改修整備 南側 石造 門建設 

大  9 (1920) 吾妻 学校本館西側 階建 棟 教室を増築 

勤労青少 教育機関 吾妻 学校 実業補習学校 併設 本科修
業 限を 延長 色分教場 併設 

大 11 (1922) 吾妻 学校本館東側 棟 教室を増築 

大 12 (1923) 吾妻 常高等 学校 改称   関東大震災発生 色分教場 全倒壊 

 

大 13 (1924) 色分教場 新た 私 地を借用 大字 色字前 色1036番地  
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新築移転 こ 校舎 昭和29 使用  

大 15 (1925) 吾妻村立青 訓練所 吾妻 学校併設実業補習学校 併置さ 概 1  

歳 20歳迄 男子 普通教育や職業訓練 軍 教練を行う 

昭和 6 (1931) 満 変起こ  

昭和10 (1935) 町制施行 吾妻村 宮町 11 日  

吾妻 常高等 学校 宮町立 宮 常高等 学校 改称 

青 訓練所を廃 宮町立青 学校 改称 

昭和11 (1936) 宮 常高等 学校 宮 銅像 報 訓碑を建立 銅像 昭和17  

金属回収策 た 供出さ 現在 石像 昭和26 建立さ た  

昭和12 (1937) 日中戦争始  

昭和14 (1939) 青 学校 改 12歳 19歳未満 男子 就学義務制を実施 

昭和16 (1941) 宮 常高等 学校を 宮町立 宮町国民学校 改称 

太 洋戦争始 12 日  

昭和20 (1945) 太 洋戦争終結 15日  

昭和21 (1946) 日本国憲法 発  

昭和22 (1947) 教育 本法 学校教育法 学習指 要領 試案 刊行 

新学制 中学校発足 義務教育 限  

高等学校 昭和23 大学 昭和24 実施 制  

宮町国民学校 宮町立 宮 学校 改称 

宮町立 宮中学校 開校 第 学 宮 学校 東側 校舎を借用

第 学 国府村立国府中学校 委  

昭和23 (1948) 教育委員会法  

宮中学校木造 屋第 棟校舎 現在地 相次 完成 生 生

順次移動 新教育へ 踏 出  

昭和25 (1950) 心泉学園 宮町福祉施設 児童 生 受 入 始  

社会教育法 社会教育委員会 発足 こ 度 学校 日制 実施  

昭和26 (1951) 文部省 学習指 要領 改訂 第 回少 野球大会 開催 

宮 学校校歌制定 校舎新増改築 西側校舎  

昭和27 (1952) 各 町村 教育委員会 を設置 宮町 委員 選挙 行わ 発足 

昭和28 (1953) 宮中学校第 棟木造 階建 特別教室棟完成 

昭和29 (1954) 宮 学校 色分校 校舎改築 

昭和31 (1956) 地方教育行 組 及び運営 関 法 教育委員 選制  

廃 さ 地方 共団体 長 議会 意を得 任命 任命制  

昭和32 (1957) 宮中学校創立10周 を 念 校歌制定 

昭和33 (1958) 文部省 学習指 要領 改訂 

宮町章制定 町営袖 浦 完成 開  

宮町講堂兼 民館完成 館を 宮 学校 講堂兼体育館 使用  

昭和34 (1959) 宮 学校 給食室完成 学校給食 始  

昭和36 (1960) 宮中学校第 棟東側跡地 鉄筋 階建 校舎 現第 校舎 完成 

昭和37 (1962) 宮 学校 精神薄弱学級設置 

昭和38 (1963) 教科書無償措置法 町 民館 図書室開室 

昭和39 (1964) 宮中学校 ク給食開始 国立 児病院 宮分院 養護学級設置 
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昭和40 (1965) 宮 学校 色分校を昇格 宮町立 色 学校 開校 日  

～ 生 授業を行い 生 宮 学校 授業を行う 

昭和41 (1966) 色 学校第 棟鉄筋 階建 校舎 現 棟 完成 

昭和43 (1968) 文部省 学習指 要領 改訂 

宮中学校創立20周 を 念 講堂兼体育館完成 

昭和44 (1969) 宮中学校第 棟西側跡地 鉄筋 階建 校舎 現第 校舎 完成 

昭和45 (1970) 色 学校第 棟鉄筋 階建 校舎 現南棟 校舎完成 

昭和46 (1971) 宮 学校木造校舎老朽 伴い鉄筋 階建 校舎改築 期工 完了 

町立百合 丘保育園設立 条例を制定 文 保護委員会 を設置 

昭和47 (1972) 宮 学校校舎改築 期工 完了 町営百合 丘 開設 

宮町学校給食セン 開設 学校 給食セン 方式  

昭和48 (1973) 宮中学校 給食セン 方式 中学校 完全給食開始  

宮 学校校舎改築 期工 完了 色 学校講堂兼体育館完成 

町 木 町 花 ン 町民歌 真澄 空 選定 

宮町社会福祉セン 完成 

昭和49 (1974) 宮 学校開校百周 式典挙行  宮 学校 身体 害児訪問学級設置 

昭和50 (1975) 宮 学校講堂兼体育館完成 昭和33 来 民館を体育館 利用  

宮町図書館完成 社会福祉セン 隣  

宮中学校 新設訪問指 学級 中郡 中心校 指定 

昭和52 (1977) 文部省 学習指 要領 改訂 

山西 学校開校 向 宮 学校 色 学校 学区再編成 

宮町立山西 学校開校 国立 児病院 宮分院 養護学級を 宮 学校

山西 学校 移管  

宮中学校第 校舎南側校庭 教室 教室増設 生 増 対応 

桜美園 開設 

昭和53 (1978) 山西 学校体育館完成 校歌制定 宮町町民憲章制定 

昭和54 (1979) 宮町地震災害警戒本部条例制定 

宮西中学校 校章及び制服制定  宮中学校 制服改  

昭和55 (1980) 県立 宮高等学校校舎完成 移転 昭和53 度開校 県立 領ヶ 高等学校 仮寓  

宮町立 宮西中学校開校 体育館完成 校旗並び 校歌制定 

宮町武道館竣工 

町民健康 日 を設定 毎 実施  

昭和56 (1981) うさ 像 設置 除幕式挙行 

色 学校視聴覚室ＴＶ 完成 

宮中学校 全教室設置 視聴覚室 準備室設置  

給食 設置 

第 回女子 ボ 大会開催 成 度 少女ソ ボ 大会 改称  

昭和57 (1982) 町営山西 認50m 及び管理棟開設 成 図書館分館併設  

色 学校 宮西中学校 特殊学級設置 

昭和58 (1983) 通学区域改編 百合 丘 目 色 学校区  

宮中学校校庭及び ン 全面改修 

昭和59 (1984) 通学区域改編 特例 中里地区 部 生 宮西中学校へ就学 
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昭和60 (1985) 宮中学校第 棟南側及び第 棟跡地 特別教室棟 現第 校舎 完成 

宮町立体育館 完成 使用開始 町制50周 念式典挙行 

宮 学校 菅 学校 交流始  

昭和61 (1986) 宮西中学校校庭大規模改修 

昭和62 (1987) 宮 学校情 害児学級設置 

通学区域改編 中里地区全生 宮西中学校へ就学 

昭和63 (1988) 宮西中学校武道場完成 

成元 (1989) 文部省 学習指 要領 改訂 学校 学 社会科 理科を廃 生活科  

新設 生涯学習 盤を う観点 新 い学力観 教育 特色 

県教育委員会 Ａ Ｔ 英語指 助手 派遣 業開始 

成 2 (1990) 町民運動場完成 成 全面完成  

教育相談室 を教育委員会内 開設 民館 室 社会教育課所管  

成 3 (1991) 宮中学校 害児学級設置 柔道室開設 職員室 緊急 送設備設置 

成 4 (1992) 宮 学校肢体不自 児学級設置 

県適応指 教室補助 業を受 相談室を 教育相談 適応指 教室 改称 

宮町教職員海外派遣研修 業開始 成14 度 毎 実施 へ  

成 5 (1993) 宮町生涯学習 本構想 策定 

成 6 (1994) 宮中学校 宮西中学校 ン ュ 室設置 

町民温水 竣工   丘 開設 

成 7 (1995) 阪神 淡路大震災発生 学校 日制 回土曜日休業始  

宮町中学生国 交流推 業開始 隔 実施 へ  

成 9 (1997) 山西 学校 棟校舎耐震補強及び大規模改修 

成10 (1998) 文部科学省 学習指 要領 改訂 

山西 学校南棟校舎耐震補強及び大規模改修 

宮中学校肢体不自 児用 及び特殊学級教室 水道設置 

宮西中学校 心 教室相談員 配置 

わ ゆ 国体開催 宮町 ボ 競技会場  

成11 (1999) 宮中学校第 校舎 東棟校舎 及び体育館耐震補強 

第 回湘南 ソン大会開催 大磯町 宮町共催 成18 度第 回 終了  

成12 (2000) 宮中学校第 校舎 西棟校舎 耐震補強 

宮町生涯学習セン ン 含 新設 宮町図書館 完成 

成13 (2001) 山西 学校情 害児学級設置 色 学校 棟校舎耐震補強 

宮中学校 ク ンセ 配置 町道沿い 側擁壁改修 

国立 児病院 宮分院 閉鎖 伴い山西 学校養護 病弱 学級閉鎖 

成14 (2002) 完全学校 日制実施   文部科学省 心 全児童生 配  

色 学校南棟校舎耐震補強 学校 校 緊急通報 設置 

宮中学校情 害児学級設置 宮町教育研究所 開設 

町立 中学校 学校評議員を委嘱 

成15 (2003) 宮 学校中央棟 東棟 体育館耐震補強 

文部科学省 学習指 要領 部改訂 

各 学校 学校教育指 補助員を配置 

成16 (2004) 学校 校 緊急通報 増設 
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宮西中学校情 害児学級設置 

各 学校 学校教育指 補助員を 加配 配置  

成17 (2005) 宮町生涯学習推 ン 策定 

学校 校 ン ュ 増設 児童 人 使用 能  

宮 学校西棟耐震補強 

成18 (2006) ン 開設 や町民大学開設 

学校間 ッ ワ ク 推 業開始 

宮西中学校校舎 体育館耐震補強 第 期  

山西 学校 宮西中学校体育館 ベ 撤去 

改 教育 本法 施行 

成19 (2007) 湘南 や ャ 郷土館開設 

全国学力 学習状況調査実施 学校選択制等検討委員会設置 

宮西中学校校舎 体育館耐震補強 第 期 及び大規模改修 

新学校給食セン 本設計策定 

中学校 校 校務用 ン ュ 配備 県費 担教職員用  

成20 (2008) 全国学力 学習状況調査実施 新学校給食セン 実施設計 

成21 (2009) 宮町新学校給食セン 建設用地購入    

        町営百合 丘 閉鎖 

        宮町新学校給食セン 建設工 開始  (   ) 

        学校 校 校務用 ン ュ 配備 県費 担教職員用  

        ン ン 休校 学級閉鎖 相次  

成22 (2010) 全国学力 学習状況調査 実施方法 抽出方式  

        宮町新学校給食セン 建設工 完了  (    ) 

        色 学校校庭改修 

        地 送移行 伴い 中学校 大型 設置 

成23 (2011) 東日本大震災発生    

        学校 新学習指 要領 全面実施 

        宮町ふた 念館開館  10   

成24 (2012) 中学校 新学習指 要領 全面実施 

        中学校 生 対 英検 受検料を奨励金 補助開始 

        中学校 屋外Ａ 設置  10   

成25 (2013) 全国学力 学習状況調査実施 

宮 学校校舎 東棟 中央棟 大規模改修 

        宮中学校体育館改修   

成26 (2014) 全国学力 学習状況調査実施 

        宮 学校大規模改修工  

色 学校屋外 改修 校舎教室等網戸設置工 (南棟) 

山西 学校浄 槽設備改修 変電所設備改修工  

宮中学校教室棟東側屋 等防水改修 特別棟庇改修工 扇風機設置工  

宮西中体育館改修工  

学校 校 中学校 校 給食セン 教育研究所 教育委員会 校務用 

ン ュ 配備 ン   



 - 13 - 

成27 (2015) 新教育委員会制度 発足 

全国学力 学習状況調査実施 

宮町学び 推 研究 業 開始 

宮町教育研究所 充実 

宮 学校太陽光発電設備工 会議室空調設備設置工  

色 学校校舎 棟等網戸設置工  

宮中学校体育館等 改修工  

宮西中学校 改修工  

成28 (2016) 全国学力 学習状況調査実施 

        や子 塾 開催 

        宮町い 問題対策連絡協議会発足 

        色 学校 ュ ク 準備委員会発足 

山西 学校 共 水道接続工  

成29 (2017) 宮町立 中学校特別教室 ン設置工  

         ( 色 学校 図書室 他 校 音楽室 ンを設置) 

全国学力 学習状況調査実施 

神奈 県教育委員会 中 貫教育推 業 

成30 (2018) 宮町立 中学校特別教室 ン設置工  

         ( 色 学校 音楽室 他 校 図書室 ンを設置) 

        宮中学校校舎棟西側 階屋 防水改修工 (屋 雨漏改修) 

        宮町立 中学校普通教室等空調機設置工 設計委  

         (次 度行う ン設置工 設計委 ) 

全国学力 学習状況調査実施 

神奈 県教育委員会 中 貫教育推 業 

色 学校学校運営協議会発足( ュ ク ) 

        宮 山西 宮中 宮西中 ュ ク 準備委員会発足 

成31 (2019) 宮町立 中学校普通教室等空調機設置工  

和元      (全校 普通教室等 ンを設置) 

色 宮中 防火 ャッ 修  

全国学力 学習調査実施 

宮 山西 宮中 宮西中学校 学校運営協議会発足 

 (町内 校 ュ ク ) 

宮町 中 貫教育推 業 



　小学校の概況

計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女

成 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

27 度 3 50 72 35 37 8 5 3 1,287 659 628 198 99 99 212 114 98 217 110 107

28 度 3 49 75 33 42 8 5 3 1,281 645 636 198 91 107 203 102 101 212 115 97

29 度 3 48 76 37 39 8 5 3 1,269 662 607 196 117 79 207 97 110 203 100 103

30 度 3 48 76 34 42 6 2 4 1,228 633 595 174 88 86 200 117 83 209 95 114

令和元 度 3 51 78 35 43 7 2 5 1,202 628 574 189 103 86 175 89 86 202 118 84

令和 度 3 50 81 37 44 8 3 5 1,196 612 584 196 93 103 193 104 89 179 91 88

資料：学校基本調査結果 各 5月1日現在

計 男 女 計 男 女 計 男 女

人 人 人 人 人 人 人 人 人

219 112 107 214 104 113 224 120 104

221 116 105 225 115 110 222 106 116

215 115 100 227 118 109 221 115 106

204 101 103 214 114 100 227 118 109

215 99 116 204 101 103 217 118 99

203 119 84 217 100 117 208 105 103

　中学校の概況

計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女

成 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

27 度 2 25 54 31 23 3 0 3 703 355 348 221 122 99 238 113 125 244 120 124

28 度 2 25 53 28 25 3 0 3 673 351 322 210 114 96 224 124 100 239 113 126

29 度 2 24 54 31 23 3 0 3 647 337 310 207 97 110 217 117 100 223 123 100

30 度 2 24 54 32 22 3 0 3 635 321 314 211 108 103 208 97 111 216 116 100

令和元 度 2 24 51 29 22 4 1 3 624 310 314 206 104 102 210 109 101 208 97 111

令和 度 2 25 53 29 24 4 1 3 625 325 300 211 113 98 206 103 103 208 109 99

資料：学校基本調査結果 各 5月1日現在

学 学 学

度別
学
校
数

学
級
数

教員数
(本務者

職員数
(本務者)

生　　徒　　数

総　数 学 学 学

2 二宮町の児童・生徒数等の推移

度別
学
校
数

学
級
数

教員数
(本務者

職員数
(本務者)

児　　　童　　　数

総　数 学 学 学
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昭和 ～令和
各 　５月 日現在

昭和22 25 30 35 40 45 50 55

小学校 1,814 1,797 1,798 1,732 1,469 1,989 2,717 3,199

中学校 451 702 900 831 860 809 1,031 1,278

合　計 2,265 2,499 2,698 2,563 2,329 2,798 3,748 4,477

昭和60 成2 7 12 17 22 27 令和2

小学校 2,885 2,135 1,832 1,705 1,703 1494 1,287 1,196

中学校 1,612 1,356 1,023 850 830 800 703 625

合　計 4,497 3,491 2,855 2,555 2,533 2294 1,990 1,821

　児童・生徒数の推移グラフ

単位：人
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昭和２２年

二宮小学校改称
昭和２２年

一色小学校開校
昭和 ０年

二宮西中学校開校
昭和 年

山西小学校開校
昭和 ２年
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　小学校

学級数 学級数 学級数 学級数

年 92 ( 5 ) 3 34 ( 1 ) 1 64 ( ) 2 190 ( 6 ) 6

年 113 ( 4 ) 4 25 ( ) 1 48 ( 3 ) 2 186 ( 7 ) 7

年 102 ( 4 ) 3 19 ( 4 ) 1 50 ( ) 2 171 ( 8 ) 6

年 105 ( 2 ) 3 30 ( 2 ) 1 60 ( 4 ) 2 195 ( 8 ) 6

年 123 ( 4 ) 4 27 ( 3 ) 1 59 ( 1 ) 2 209 ( 8 ) 7

年 92 ( 9 ) 3 34 ( 1 ) 1 70 ( 2 ) 2 196 ( 12 ) 6

特別支援学級 ( ) 6 ( ) 3 ( ) 3 ( ) 12

合計 26 9 15 50

　中学校

学級数 学級数 学級数

年 119 ( 2 ) 3 88 ( 2 ) 3 207 ( 4 ) 6

年 121 ( 5 ) 4 79 ( 1 ) 3 200 ( 6 ) 7

年 105 ( 1 ) 3 101 ( 1 ) 3 206 ( 2 ) 6

特別支援学級 ( ) 3 ( ) 3 ( ) 6

合計 13 12 25

4　学校別・学年別児童・生徒数

令和 年 月 日現在

　　 数字 特別支援学級児童・生徒数を外数で示す

　学校等

学年等

二宮小学校 一色小学校 山西小学校 合計

児童数 児童数 児童数 児童数

28 11 10 49

655 180 361 1,196

　学校等

学年等

二宮中学校 二宮西中学校 合　　計

生徒数 生徒数 生徒数

8 4 12

353 272 625
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　５　 成 度 宮町立中学校卒業者の進路状況

令和 ５月 日実施　進路状況調査による

学校別卒業者数

計 207

宮町立 宮西中学校 91

宮町立 宮中学校 116

計

　卒　業　者　総　数 207

その他

高等学校への進学準備
家 手伝い

入院・施設入所
海外の高等学校

その他

1

専修学校 高等課程 0

特別支援学校 1

高等専門学校 2

高等学校別科・中等教育学校 0

通信制 公立・私立・県外 5

定時制
公　立 0

総合学科 2

私　立 0

専門学科 19

私　立

普通科 60

専門学科 0

進学者

全日制

公　立

普通科 113

総合学科 4

令和元 度 宮町立中学校卒業生の進路状況

区　　　　　　分 計
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地　　区 年 年 年 年 年 年 年 年 年 合計

町 20 22 30 19 26 23 18 25 16 199

中 町 4 4 1 1 2 1 4 4 21

町 12 13 10 11 12 9 3 13 8 91

元 町 22 44 28 31 38 30 20 31 21 265

梅 沢 20 17 18 22 20 21 23 20 16 177

富士見が丘 7 2 4 6 6 7 6 5 9 52

富士見が丘 9 7 10 9 11 6 8 7 9 76

富士見が丘 1 2 2 5 2 3 7 2 5 29

松 根 2 4 3 3 10 1 4 3 2 32

学 区 外 2 2

一 色 10 5 2 4 6 6 8 5 7 53

緑 が 丘 8 9 7 13 5 9 16 8 12 87

学 区 外 4 3 1 8

百 合 が 丘 4 5 5 5 7 12 6 6 8 58

百 合 が 丘 6 1 2 4 6 5 6 6 11 47

百 合 が 丘 7 5 7 6 6 2 12 3 11 59

学 区 外 1 1

中 里 27 25 24 21 31 37 26 25 27 243

越 地 6 6 6 14 5 10 8 2 6 63

釜 野 14 7 7 17 13 11 16 21 17 123

茶 屋 15 11 9 10 9 13 10 12 14 103

川 匂 1 2 4 2 1 1 4 5 7 27

学 区 外 1 1 2 1 5

196 193 179 203 217 208 211 206 208 1821合　　　計

　地区別児童・生徒数

二
宮
小
学
校

二
宮
中
学
校

一
色
小
学
校

二
宮
西
中
学
校

山
西
小
学
校

令和 年 月 日現在

学校名
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和 年度 宮 教育委員会基本方針 

 教育 人格 形成 個性 尊 自立 人間 育 幸福 生涯 実現 上

不可 情報化 バ 化 社会 急激 変化 中 将来 担う子

予測困難 変化 前向 主体的 向 合い 上 他 協調 自

考え 生涯 拓い いく生 力 求 い  

 成 27 10 策定 成 30 改定 宮 教育大綱 い 本理念

掲 い 民一人 く 力 地域 力 活 共 学 共 育

教育 推進 児童生 生 力 育 そ 取 巻く教育環境

整備 生涯 わ 学習 支援 取 組 充実 せ  

 学校教育 い 新 い学習指 要領 和 2 学校 和 3 中学校 完全実

施 学習指 要領 実施 踏 え 子 様々 社会的変化 乗 越え 豊

人生 拓 持 可能 社会 創 手 う 整備 学習環

境 活用 教育 取 組  

生涯 わ 学習 環境 整備 学習機会 提供 民一人 主

人公 生涯学習社会 実現 向 生涯学習 推進 取 組  

 施策 推進 あ 宮 総合戦略及 第５ 宮 総合計 後期 本計 連携

取 組  

今年度の重点施策 

教育総務課  

 児童生徒の 生 力 の育成  

自 学ぶ力を養うた の教育の推進 

言語活動の充実を基盤 た学 合いの 進 

英語教育の充実 

ＩＣＴ環境を活用 た授業の充実 

 の児童生徒 安心 学 教育環境の整備 

支援 必要 児童生徒 の 応の充実 

い 、不 校、 こ 等 体制の強化 

ンク ブ教育 支援教育の充実 

教職員の働 方改革の推進 

統合型校務支援 の活用 

部活動 ド ン 基 く部活動の充実 

教職員の指 力の向上 

教職員授業力向上研究 業 の推進 

教育研究所 おけ 研修の充実 

児童生徒の学習環境の整備 

   学校施設等現況調査の実施 

 将来 向けた特色あ 学校 く のた の検討 

宮 中一貫教育校設置計 の推進 

中一貫教育 ュ 研究の推進 

コ ュニ ク 運営の 進 

地域 おけ 児童生徒の活動の 進 

生涯学習課  
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 地域文化の向上 

宮の自然 歴史 文化 触 機会の提供 

文化芸術の振興 支援 

多世 集い、学習 交流 点 場 の生涯学習センタ

ン及 図書館のあ 方の検討 

宮 生涯学習センタ ン 施設 20周年記念 業の推進 

 図書館 業の推進 

子育 支援の推進 

図書館資料の充実 

図書館サ ビ の充実 

宮 新図書館開館 20周年記念 業の推進 

社会教育 業の推進 

コ ュニ ク 連携 た放課後子 教室の推進 

 社会教育施設の適切 運営 

生涯学習センタ ン の適切 運営 

  生涯学習センタ ン 長 命化計 の策定 

(教育部共通) 

 地域 向けた情報 信の強化 

宮 や広報紙の積極的 活用 

     

 学校教育 

教育活動 通 児童生 人権尊 意識 高 自 大

他 人 大 う 心 楽 く学

学校 く 進  

う 人権教育 推進 盤 教育環境 充実 生 力 育成

本 各学校 子 育 力 家庭 学校 地域 育 力 行

支え 力 あわせ 自 学 自己実現 児童生 育成  

 児童生徒の 生 力 の育成 

自 学ぶ力を養うた の教育の推進 

 言語活動の充実を基盤 た学 合いの 進 

自 学 確 学力 身 う 各教科

言語活動 工夫 柱 言語能力 確実 育成 図 学

合い 視 授業 改善     点施策 1-(1)-  

 英語教育の充実 

学校 中学校英語科免許 持 教員 配置 授業 研修会

等 通 学校教員 英語指 力 向上 図  

中学校 英語教育 い ALT(外国語指 手) 活用等 通 異

文化理解 コ ュ ョン能力 育成 授業 く  

点施策 1-(1)-  

 ＩＣＴ環境を活用 た授業の充実 

  整備 実物投影機 ＩＣ 機器 活

用 進 情報技術 関 理解 推進 効果的 授業 実施

向 研修 引 行い          点施策 1-(1)-  
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 道徳教育 特別活動の充実 

特 教科 あ 徳 教科化 趣 則 学校 教育活動全体 通

他者 く生 盤 徳性 養う

う 徳的 心情 断力 実践意欲 態 等 育 特 活

動 連携 自主的 実践的 力 育成  

 学校体育の充実 

生涯 わ 運動 親 資質 能力 育 健康 保持増進 体力 向

上 図  

 の児童生徒 安心 学 教育環境の整備 

支援 必要 児童生徒 の 応の充実 

い 、不 校、 こ 等 体制の強化 

問題行動 未然防 期 見 期 応 向 各校 児童生 指 体

制 見直 児童生 理解 着実 進 児童生 指 担当 教

育相談コ ン 心理教育相談員

ソ ワ 等 相談支援体制 充実 図  

教育研究所 教育支援室 い 不 校児童生 学習

支援 生活支援 一層進  

宮 い 防 本方針 宮 い 防 策

総合的 効果的 推進 図                            

各校 い 防 本方針 い 時見直 図 適 活用

い 防 関 児童生 積極的 関わ 取 組 進  

点施策 2-(1)-  

 ンク ブ教育 支援教育の充実  

学校 家庭 関 機関等 連携 支援体制 整え 個々 教育的

的確 把握 そ 持 能力 個性 伸 教育 進  

中学校 支援教育補 員 配置 学習上 学校生活上 困難 応

支援 ン 教育 充実 取 組 外国籍等児

童生 日本語指 教室(そ く) 運営等 細 指

進                   点施策 2-(1)-  

  教職員の働 方改革の推進  

 統合型校務支援 の効果的 活用 

各校 い 統合型校務支援 活用 校務

確性 確保 効率化 図          点施策 2-(2)-  

 部活動 ド ン 基 く部活動の充実 

       和元 策定 宮 立学校 部活動 方針 中学

校 部活動 い 引 適 充実 取 組 う推

進                     点施策 2-(2)-  

 働く場 の環境整備 

学校間 ワ ＩＣ 機器等 活用 校務 教材研究

等 集中 時間 児童生 向 合う時間 確保 向 取 組

推進  

 外部人材 外部情報の効果的 活用 

学習協力者 体育 文化活動指 員 専門的 知識 技能 持 外部人

材 外部情報 活用 一層進 い  

教職員の指 力の向上 
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 教職員授業力向上研究 業 の推進 

学習 盤 礎的 本的 知識 技能 確実 習得 中

学校間 連携 図 現 的 諸課題 応 求 資質 能力 育

授業 く  

児童生 学力向上 目指 校 研究 充実 図 授業改善

                  点施策 2-(3)-  

 教育研究所 おけ 研修の充実 

学校教育 関 調査研究 各種教職員研修 教育指 員 訪問指 等

実施 教職員 資質及 指 力 向上 図  

教職員 保護者 地域住民 参加 研修 通 宮 教

育 い 共通理解 深          点施策 2-(3)-  

児童生徒の学習環境の整備 

   学校施設等現況調査の実施 

   現況 調査 躯体 健全 等 調査 実施 うえ評価 行い 学校施設

及 学校給食 ン 個 施設管理計 改修箇所 順位化 時期 計

等 策定 進              点施策 2-(4)-  

  将来 向けた特色あ 学校 く の推進 

宮 中一貫教育校設置計 の推進 

     宮 中一貫教育校設置計 案 い 和元 実施

意見交換会 寄せ 意見等 踏 え 調査研究 進 計

案 見直 行い 策定 向 取 組 進 点施策 3-(1)  

中一貫教育 ュ 研究の推進 

研究成果 い 中学校教員 ワ ン 通 9 間

見通 授業 く 目指         点施策 3-(2)  

コ ュ ク 運営の 進 

 地域 おけ 児童生徒の活動の 進 

学習協力者 体育 文化活動指 員等 地域教育力 支援 推進  

総合的 学習 時間 ン 活動 職場体験 地域 学 教育

推進                   点施策 3-(3)-  

 郷土愛の育成 

地域 行 積極的 参加 地域交流 通 郷土 愛 気持

育  

学習活動 地域教材 活用 地域 い 学 教育 進  

 ャ 教育の推進 

児童生 一人 社会的 職業的自立 向 自己 将来 生 方 進

路 主体的 選択 能力 意識 育成 児童生

段 応 勤労観 職業観 身 付 社会 献 力 育  

児童生 学校 学 社会 意識 う 自然 中

宿泊体験活動 総合的 学習 時間 ン 活動 職場体験

体験学習 生 学校 教育活動全体 通 効果的

教育 進  

  その他、学校教育 おけ 取 組み 

学校 おけ 安全 策、安全教育 

宮 教育委員会学校防災方針 見直 行う 各学校 い
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防災 ュ 適 運用 児童生 全確保  

宮 児童生 全 策協議会 等 通 地域 関 機関 連携

全体制 構築 推進  

宮 通学路交通 全 関 機関 連携 児童

生 全 通学 う 通学路 全確保 図  

 情報教育 

高 情報化社会 生 児童生 情報活用能力 情報社会 参 態

育成  

ソ ワ ン サ

依存 情報化社会 進展 伴う課題 応 携帯電話 ン

関 全 心教室 開催 家庭 啓 活動 進等

情報 教育 充実  

 読書指  

朝読書 読 聞 せ 時間 教育活動 中 読書 時間 取 入

読書習慣 形成 取 組  

学校図書館指 員 配置 利用頻 高 う 環境整備 進  

  学校図書館 図書館 利用 進 読書 通 考え 力 感

力 想像 力 身 機会 確保 児童生 主体的

学 繋  

幼 保 中 の連続性を大切 た指  

幼 保 交流会 等 充実 図 学 育 連 性 大

幼児教育 学校教育 滑 接 図  

 学校給食センタ おけ 取 組み 

調理及 配送 配膳業務 委 民間業者 連携 全 い い給

食 定的 提供 栄養バ ン 心

手作 給食 通 児童生 食 大 学 食育 充実 図

 

子 地域 産業 農産物 身近 感 興味 関心 高 う

地産地消 推進  

 地域 向けた情報 信の強化 

宮 や広報紙の積極的 活用 

  地域 あ 開 学校 く 推進

広報紙 学校 等 来 手法 加え 学校独自 立 上

進                   点施策 7- １  

 社会教育 

民一人 生涯い 自由 学習 そ 成果 適

評価 う 生涯学習社会 実現 目指 多様 学習機会 提供 文化

活動 推進 学習環境 整備  

文化交流拠点 生涯学習 ン ン 及 図書館 開館 20

迎え 後 向 あ 方 検討 行い  

将来 宮 担う子 健全育成 コ ュ 連携

地域全体 子 学 成長 支え 地域学校協働活動 推進 図

 

体育施設 維持管理 各種大会 団体等 支援 通 地域 仲間 連
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帯感 醸成 生涯 普及 図  

 地域文化の向上 

宮の自然 歴史 文化 触 機会の提供 

文化芸術の振興 支援 

神奈川県西部地域 ュ 連絡会 参加 広域連携 文化

活動 推進 ン ン 業 各種団体

連携 文化 芸術活動 支援 い  

民 日頃 文化活動 成果 表 場 提供 伝統芸能 保存及 郷土愛

醸成 目的 文化祭 ソンコンサ 民俗芸能

い 実施  

念館 出身 家 見利節 絵 い 保存 展示

展示 貸 出 行う 施設 効活

用 地域 根 美術館 目指       ( 点施策 4-(1)- ) 

指定文化 貴 資料 保存 整理 展示等公開

湘南 宮バ 郷土館 民大学講 等 通

宮 自然 歴史 触 機会 提供 宮 魅力 信 行い  

多世 集い、学習 交流 点 場 の生涯学習センタ

ン及 図書館のあ 方の検討 

民 交流拠点 ン及 図書館 活用方法 あ 方 他 例

参考 検討 行い         点施策 4-(1)-  

宮 生涯学習センタ ン 施設 20周年記念 業の推進 

ン開館 20周 念 団体 実施 ン 活用

文化 業 支援 行う 宮 文化 向上及 普及 図

民 多様 文化 触 機会 提供  

点施策 4-(1)-  

学習機会の整備 

生涯学習情報 身近 余暇 情報収集 更新 行い 学習相談

応え 民大学サ 制 周知 活用 図  

生涯学習 ン 企 運営 民大学講 実施

民 主体 学習機会 提供  

民大学講 終了後 学習者 学習 う サ

化 向 支援 行い  

神奈川大学 包括協定 業 一環 大学 資源 活用 業 実

施  

 図書館 業の推進 

 子育 支援の推進 

業 子育 健康課共催 実施 あ

あう絵本 配布 図書館利用 進 図 子

育 関 図書 集 子育 関連図書コ 子育 情報 集積

子育 情報コ 充実 図  

子 齢 合わせ 行 子育 支援関連 業 開催  

 図書館資料の充実 

新刊書 利用者 本等 新規 購入 蔵書 更新 図

図書館 金 活用 児童 ン 向 健康 療関連本等 図

書資料 充実 図  
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 図書館サ ビ の充実 

文化 情報 信拠点 広報 活

用 図書館 行

活用 図書館活動 利用 進 図  

立 中学校 連携 読書 推進 いく 学校図書館担当

者会議等 学校 図書館 情報交換 積極的 行い 児童生

図書館利用 進 中学校 資料活用 見学 実施

 

夏休 前 中学生 い本 作成 配布  

ン コ 充実 図 中高生 居場所 コ く

 

学校 夏季休暇期間 調 学習 利用 多く 時期 ほ

コ 図書 相談員 配置 児童生 調 学習 支援 読書相

談 行い 夏季 外 相談員 配置日 設 間 通 児童

親子 本 相談 応  

ン 蔵書検索 県 図書館 相互貸借

活用 予約 等資料 迅 提供  

所蔵資料 活用 う 書庫 本 紹 時 沿 展示コ

積極的 資料 紹 行い 蔵書管理 徹底 図  

民 ン 参加 図書館運営及 サ 向上 目指

同時 図書館運営 理解 深 い 録音図書 ン 修

理 ン 書架整理 ン  

宮 関 資料 行 資料 収集 保存 関 情報 民 い

閲覧 う 整備 宮ゆ 人物 増補

改訂版 活用 展示 力 入 宮 歴史 触 機会 提供  

図書館 利用 い方 利用 進 目指  

   ➃ 宮 新図書館開館 20周年記念 業の推進 

    新図書館開館 20周 念 業 協力団体 共催講 文学講  

 開催                  点施策 4-(2)-  

 社会教育 業の推進 

コ ュニ ク 連携 た放課後子 教室の 充 

課後 全 心 居場所作 子 豊 人間性 育 地

域学校協働活動推進員 連携 地域 ン 方々 協力

課後子 教室 実施  

見 学習支援 課後 居場所 く 地域学校協働活動 推進  

点施策 4-(3)-  

人権教育の推進 

様々 人権問題 人権意識 育 人権教育研修会等 開催 啓

行い  

 青少年の健全育成 

青少 指 員連絡協議会 推進委員 Ａ連絡協議会 子 会

育成会連絡協議会 協力 連携 児童 生 地域活動 進

 

子 豊 人間性 社会性 育 ョン

体験活動 中学生 主体 企 運営 業等 実施

引 子 養成  
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中学生交流洋上体験研修 青少 交流 ン 実施 子

外研修 業 等 子 会 業 支援 広い視 持 青少

育成  

青少 環境浄化推進員 連携 青少 健全育成 ン ン

害図書 陳列 調査 及 Ａ連絡協議会 行う 子

いえ 支援 実施 青少 社会環境浄化及 全 心 確保

 

く 科学実験等 体験活動 場 子 ン 教室

実施  

 社会教育関 団体 の連携 

各社会教育関 団体 連携 密 共催 業 実施 研修会 開

催 活動 支援 行い  

 民参加 大会の実施 

地 団体等 参加 一周 走大会 実施 地域住民 青少

交流親睦 図  

推進委員連絡協議会主催 バ ン 大会 民 主体

業 支援 行い  

多く 民 参加 宮 体育祭 開催 民

ョン 普及 図 共 地域 人 通

あい 地域住民同士 連帯感 醸成  

 社会教育施設の適切 運営 

 生涯学習センタ ン の適切 運営 

  生涯学習センタ ン 長 命化計 の策定 

 ン開館 20 迎え 現況調査 施設 長 化計 策 

定 一部 修繕設計 実施 施設 維持管理 図  

民 学習 文化活動 拠点 ン 適 施設運営 行い

公共施設予約 施設利用者 利便性 向上 施設運

営 効率化 図              点施策 5-(1)-  

 体育施設の適切 運営 

体育施設 効率的 運営 整備 行い 民 主体的 活動 場

提供 行い 生涯学習 ン ン 同様 公共施設予

約 活用 施設利用者 利便性 向上 施設運営 効率化 図

 

 地域 向けた情報 信の強化 

宮 や広報紙の積極的 活用 

民 等 く生涯学習 機会 得 う 宮 広報紙

等 通 社会教育関 団体 社会教育施設利用者等 人 人

ワ 通 学習 文化 等 情報 積極的 信

い                     点施策 6-(1)  
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教育研究所

教育支援室

教育相談室

学校給食センタ

２ 教育委員会の機構 

事務局

教育総務課

教育総務班

指導班

生涯学習課

生涯学習

スポ ツ班

生涯学習センタ

ふたみ記念館

温水プ ル

町立体育館

町民運動場

武道場

緑が丘

ニスコ

ラ ン

ニスコ

山西プ ル

図書館班 図書館

教育委員会

教育長

教育部

事務局

教育部長
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　令和 度一般会計予算の 訳
一般会計歳出予算の 訳 町歳出計

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

(単位千 )

　令和 度教育費科目別歳出予算

教育費歳出予算の 訳
教育費歳出計

(単位千 )

民生費 3,085,395 38.6

衛生費 820,811 10.3

7,985,000

議会費 124,251 1.6

総務費 1,130,515 14.2

土木費 765,943 9.6

消防費 426,219 5.3

農林水産業費 85,819 1.1

商工費 63,546 0.8

公債費 648,553 8.1

予備費 14,147 0.2

教育費 819,798 10.3

災害復旧費 3 0.0

819,798
一般会計 7,985,000 8,320,000 △ 4.0

合計 7,985,000 100.0

令和 度 成31 度

教育費 819,798 701,534 16.9

教育総務費 278,242 182,323 52.6

増減率(%)

教育振興費 87,988 77,235 13.9

小学校費 69,213 55,447 24.8

教育委員会費 1,592 1,594 △ 0.1

事務局費 188,662 103,494 82.3

中学校費 48,166 42,333 13.8

学校管理費 42,664 37,508 13.7

学校管理費 54,359 50,575 7.5

教育振興費 14,854 4,872 204.9

社会教育総務費 85,183 64,448 32.2

青少 育成費 3,571 3,755 △ 4.9

教育振興費 5,502 4,825 14.0

社会教育費 195,760 175,083 11.8

生涯学習振興費 89,217 65,590 36.0

保健体育費 228,417 246,348 △ 】.3

図書館費　　 16,413 37,331 △ 5【.0

文化財保護費 1,376 3,959 △ 【5.2

学校給食費 82,372 110,434 △ 25.4

保健体育総務費 25,564 28,224 △ 9.4

体育施設費 120,481 107,690 11.9

14,147

648,553

3

819,798

426,219

765,943

63,546

85,819

820,811

3,085,395
1,130,515

124,251

予備費

公債費

災害復旧費

教育費

消防費

土木費

商工費

農林水産業費

衛生費

民生費

総務費

議会費

228,417 

195,760 

48,166 

69,213 

278,242 

保健体育費

社会教育費

中学校費

小学校費

教育総務費

単位 千円

単位 千円
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３　教育費歳出予算の推移

教育費歳出予算の一般会計歳出予算に占める割合の推移

教育費歳出予算 ↓

度
↓

百万
円

↓
%

12 1,228 16.0

13 1,153 15.1

14 1,181 16.0

15 1,057 14.4

16 927 12.1

17 1,042 14.4

18 1,099 15.0

19 1,051 14.3

20 1,034 13.9

21 1,246 17.3

22 1,131 11.8

23 785 10.3

24 689 9.2

25 651 8.5

26 636 8.4

27 683 8.8

28 670 8.7

29 666 8.7

30 663 8.7

31 701 8.4

32 819 10.3

600

650

700

750

800

850

900

950

1,000

1,050

1,100

1,150

1,200

1,250

1,300

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32

に
宮中学校大規模

改修 耐震 H11.12

一色小学校大規模

改修 耐震 H13.14

宮小学校大規模改修

耐震 H15.17

に
給食センター建設工

H21.22

に 宮西中学校大規模改

修 耐震 H18.19

百万円

成

度

R2

R2

令和

－31-
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学校等施設状況

小学校

校 舎 体育館

6,353 870

4,589 914

5,283 897

 ( 令和 ５月 日現在 )

中学校

校 舎 体育館

6,312 1,116

5,639 1,233

 ( 令和 ５月 日現在 )

階 階

1,088 333

 ( 令和 ５月 日現在 )

小 中学校別教員及び児童 生徒数

普通学級 特別支援学級 計 男 女

二 宮 小 学 校 20 6 39 655 342 313

一 色 小 学 校 6 3 19 180 97 83

山 西 小 学 校 12 3 23 361 173 188

計 38 12 81 1,196 612 584

二 宮 中 学 校 10 3 29 353 177 176

二宮西中学校 9 3 24 272 148 124

計 19 6 53 625 325 300

57 18 134 1,821 937 884

資料 学校基本調査結果 成 ５月 日現在 ( 令和 ５月 日現在 )

単位 ㎡

資料  学校施設台帳結果

二宮町学校給食センタ 1,4211,700

施 設 名
合 計

延 床 面 積
敷地面積

単位 ㎡

単位 ㎡

小 中学校施設等

小
学
校

建 物 面 積

7,223

教員数
(本務者)

人

児童 生徒数 人

5,503

6,180

7,428

6,872

22,300

校地面積

区
分

学校名

山 西 小 学 校

学 校 名

資料  学校施設台帳結果

学校給食センタ

学級数

学 校 名 校地面積
合 計

一 色 小 学 校

10,678

21,902

二 宮 小 学 校

建 物 面 積

合 計

資料  学校基本調査結果

単位 教員数 児童 生徒数 人

二 宮 中 学 校

二 宮 西 中 学 校

17,075

24,986

資料  学校施設台帳結果

中
学
校

合 計
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 社会教育施設一覧 

 

 
施 設 名 

 

 
所在地 電話 

 

 
施 設 概 要 規 模 

 
 
生涯学習 ン  

ン  
 
 

 
宮町 宮 1240-10 

―  

 
 文化振興や生涯学習 業 拠点 し た ち
く や地域 活性化 目的 建設さ 成 12 7月 
31日(着工 成 10 9月 9日) 完成し 11月 3日 開
館  
 
鉄筋コン 造(地 高 25.3m 地 階 地
階) 

敷地面積 9,363.28㎡ 
建築面積 3,522.01㎡ 
延 床面積 5,284.57㎡ 

 
  ン や多目的 多
目的 ン(面積 3,405 57㎡) 子 も ほ コ
や Ｖコ 学習室 備えたバ

図書館 ン(面積 1,879 00㎡) 複合施設  
 
［ ］ 
  容人員 531名(障害者 5席 動席 91
席 鑑賞室席等 29席) 
コンサ 主目的 す 多目的  

全体面積 841 2㎡  
 
［舞 ］ 
 形式(幅約 14m 高さ 11m 動式
多目的使用 対応) 音響 射板(使用時 残響時間 1
7～1 8秒)も設置さ ッ ッ コンサ 開
催も 能 (面積 336 7㎡ 天井高約 20m) 

 
［多目的 使え 部屋等］ 
○ ～  
○保育室 
○和室 
○ ン ～  
○ ン  
 多目的 ン 図書館 ン 間 広 幅
m 長さ 60m 交流  
○展示 ～  
○サ ビ コ 諸証明発行  
○そ 他 施設 
 ワ 室 コ ン ッカ 室 

ン  
 管理用 務室 

 
 
図 書 館 

 
宮町 宮 1240-10 

   

 
［図書館］ 
  座席数約 210席 ゆ た く げ 滞在型
図書館 面積 1,879 00㎡  

 
○ Ｆ 
子 も ほ コ 蔵書 約 24,700冊 
Ｖコ  約 5,900点 閉架 約 8,600点  
新聞 雑 コ 蔵書 111  
朗読サ ビ 室 し や 管理用 務所 
○ Ｆ 
参考図書 地域資料コ 蔵書 約 8,500冊 
一般書コ 蔵書 約 75,500冊 

ン コ 蔵書 約 3,300冊 
学習コ  
○ Ｆ 
閉架書庫蔵書 約 107,300冊 特別 蔵庫 
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所在地 電話 

 
施 設 概 要 規 模 

た 記 念 館 宮町山西 1953-1 
   

木造 屋建   建築面積  221.93㎡ 
常設展示室  展示  

山 西  
宮町山西 2033-1 

   
  開設期間  

公  50m×17m 850㎡  
子 も 変形 115㎡ 管理棟 倉庫 

町民温水  宮町中里 308 
   

敷地面積 4,110.51㎡ 
建築面積 1,626.47㎡ 
 大  25m×14m   水深 1.2m 
  11m×1.25m 
 日本水泳連盟公 コ  
 小  51.59㎡   水深 0.6m 
 15.48㎡ 
 多目的 142.80㎡ 
 見学 ビ 務室 他 

緑 丘 コ  宮町緑 丘 1-11-1 コ … 面 
樹脂系 硬質 バ   全天候型 

ン コ  宮町 宮 1,222-2 コ … 面  ン コ … 面 
カ エ 舗装( 樹脂)  全天候型 

武 道 館 宮町 宮 961-25 床面積 325㎡ 
剣道場 柔道場 

町 立 体 育 館 宮町山西 218-10 
  ―  

体育室 825㎡ 
ン  157.5㎡ 

多目的室 189㎡ 
会議室 幼児 務室 倉庫 

町 民 運 動 場 宮町山西 2023-1 
 
運動場面積 36,266.43㎡ 
照明施設 芝 観覧席 務室 倉庫 

 
 



３　教育施設等の分布図

二宮小学校

ラ ン ニスコー

武道館教育委員会
教育研究所

緑が丘 ニスコー

町立体育館

二宮中学校

町役場
町民センター

生涯学習センター ラ ン
図書館

学校給食センター

一色小学校

町民温水プール

山西プール

町民運動場

二宮西中学校

山西小学校

県
立
二
宮
高
校

ふたみ記念館
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 学校教育 業概要 

 

教育総務課 業  

務局総務 

教育委員 

会議 開催 定例会、臨時会  

総合教育会議 運営 

教育研究会 開催 随時  

視察研修等 実施 

中学校及び教育施設訪問  

教育委員会表彰 

教育委員会表彰 実施 

教育研究所 充実       

教育 関す 専門的、技術的 項 調査研

究 情報収集 

教育研究所指 員 よ 訪問指  

教育要覧 行 

教育支援室 運営及び相談業務 充実 

教育支援室 や びこ 充実 

不 校専門機関 し 教育支援 

センタ 機能 充実 

児童 生徒 そ 保護者へ 支援 

担任を含 学校へ 支援 

教育指 員 配置 

教育相談機能 充実 

心理教育相談員やス ソ ャ  

ワ カ 活用 

ス カ ンセ や関 諸機関等    

 連携 

各種援助助成 業 

宮育英会助成 業 

特別支援学級児童生徒援助 業 

就学奨励費  

要保護及び準要保護児童生徒就学援助 業 

教育委員会 務室施設 管理 

 

学校教育 充実 

人権教育 充実 

人権教育担当者会 

職員研修 充実 

道徳教育 充実 

児童 生徒指 充実 

児童 生徒指 担当者会 

教育相談コ ネ タ 担当者会 

コ ュニ ス 運営 進 

地域 も あ 学校  

郷土愛 育成 

家庭 地域 連携した教育 推進 

幼稚園 保育園 学校 連携 立った 

教育 推進 

幼稚園 保育園 学校連携推進委員会  

交流会 

学校運営 充実 

学校経営 充実 校長会、教頭会等 開催  

学校間ネッ ワ 活用 推進 

教育 情報化、 務 効率化 

ネッ ワ 活用推進 

統合型校務支援 ス 本格運用 

将来 向 た特色あ 学校 推進 

中一貫教育カ キュ 作成 

宮 中一貫校設置計 策定 

教育課程 充実 

学習指 要領を基盤 した教育実践 中

9年間を見通した系統的 学び 等  

野外活動 実施 

学習指 充実 

主体的 対話的 深い学びを す授業改善 

宮 教職員授業力向上研究 業 進 

言語活動 充実 よ コ ュニ ョン 

能力等 向上 

外国語活動 英語教育 充実  

英語検定受検 奨励 

学校外国語活動･英語教育研修会 

外国語指 助手 ALT 配置 

学校 外国語担当教員 配置 

学校体育 充実 

民温水 を活用した水泳授業 

支援教育推進 業 

支援教育補助員 派遣 

特別支援教育学級校外行 補助 

校合同特別支援学級交流会 

特別支援教育担当者会 

こ 教室 そ っ 充実 

そ っ 担当者会、学校訪問 

そ っ 担当者 担当連絡会 

宮 教育支援委員会 
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児童生徒活動 充実 

教育研究会各種大会補助 

部活動推進 

中学校部活動費補助 

中学校部活動備品購入 

健康安全教育 充実 

学校保健担当者会 

進路指 充実 

職場体験学習 

キャ 教育 推進 

読書指 充実 

学校図書館 計 的 利用 

学校図書館指 員 派遣 

図書館 学校図書館連絡会議 

環境教育 充実 

福祉教育 充実 

情報教育 充実 

情報教育担当者会 

教育 情報化 推進 

研修 業 充実 

や子 も 塾 

初任者研修会 

特別支援教育研修会 

児童 生徒指 研修会 

学校外国語活動研修会 

中学校 

幼稚園･保育園･ 学校研修会 

こ 教室そ っ 研修会 

普通救命講習会 

学校間ネッ ワ 研修会 

ICT活用指 力向上研修会 

支援教育補助員研修会 

教育研究会へ 支援 中郡 中学校長会、 

中郡 中学校教育研究会等  

 

健康安全対策及び学校給食 充実 

児童生徒 

各種保険へ 加入 

学校災害見舞金 

各種健康診断 実施 

 

就学時健康診断業務 

児童検診業務   

生徒検診業務 

教職員 

宮 立学校教職員安全衛生推進連絡会 

教職員健康診断、ス スチ ッ 実施 

学校医 

公務災害賠償制度 

環境衛生 

各種健康診断器具消毒委託 

保健衛生備品 充実 

学校環境衛生調査 

安全対策 

通学路交通安全 基 通学路

点検 実施 

防災対策 充実 

児童 生徒安全対策協議会 運営 

防犯 及び防犯 ッス 配付 

学 年生  

災害時児童 生徒用保存食等を備蓄 

学校給食 充実 

学校給食センタ 運営委員会 

衛生安全管理 充実 

学校給食施設管理運営 

職員研修 充実 

地産地消 推進 

 

学校施設整備 充実 

教材教具 整備 

教科教材備品購入 

学校図書館 整備 

学校図書館蔵書数充実 

学校図書館へ 新聞配置 

学校図書館指 員 配置 

図書館 ン 協力 

蔵書 タベ ス 活用 

宮 図書館 関 機関 連携 

学校施設等 整備 

学校施設等現況調査 実施 

 

 

 



 

二宮町教育委員会における 

 

 

二 宮 町 立 学 校 教 育 目 標 
 

 

 

                              成 ４月 日制定  
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○ 人間尊重の精神 基 いた思いや の 

  心を持 た児童・生徒の育成 
 

 

 

○ 学校・家庭・地域 の協力 、社会 

  奉仕 き 児童・生徒の育成 
 

 

 

○ 知識や技能、自 学ぶ意欲を身 けた、 

  自己実現を目指す児童・生徒の育成 
 

 

 

○ 心身の健康の保持 必要 知識・習慣を 

  身 けた児童・生徒の育成 
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   中学校 教育目標 計  概 要  

 二 宮  学 校  

［所在地］二宮 二宮 番地  

［電 話］ －  ［設 立］明治 年 月 日 

［ＦＡＸ］ －  ［開校記念日］ 月 日 

 

 学校教育目標  心豊  生 生 活動  自 考え共 学 合う子 育成 

 

 す子 姿 

   ☆ 自 考えを 持ち、他者 違いを認 、協働的 活動す 子  

   ☆ 自然や生 物や人 優 接す こ 、命 大 を学ぶ子  

   ☆ 健康 、粘 強 最後ま や 子  

 

 インクル ブ教育 推進 重点項目 

   学ぶこ 、わ こ 楽 を大 た学習指 工夫 

    基礎基本 定着   主体的 対話的 深い学 実現 向 た授業  

    見通 振 返 学    ユニバ ルデ イン 授業  

    家庭学習 授業 密接 結  

   命 大 や互いを思いや 心を 指 充実 

    あい 推進   道徳科を中心 た道徳教育 充実 

    人権教育 充実   異学年交流や児童集会活動 充実 

    児童指 及 教育相談 充実 校内外 連携強化 

   健全 精神を支え 心身 健康 全を 指 充実 

    学校 ま を 意識 向上   基本的生活習慣 確立   健康 体力  

    体育授業 日常的 運動能力 向上   防災 防犯教育 充実 

 ◎ 重点項目を支え 教師 指 力向上  

    子 一人 を 見取 、聴 力 話す力 向上 

    学習指 要領 沿 た授業計  

    主体的 対話的 深い学 実現 向 た授業 展開 

    教師 指 力向上 た 研修 

 

 学校研究主題  生 た  自 思い 表現 子、相手 思い わ 子  

            道徳 授業を通  ～心を育 授業 ～ 

 



 

         一色 学校  

                          ［所在地］二宮町百合が丘 －７ 

                          ［電 話］７ －   ［設 立］昭和 年 月 日 

                          ［ＦＡＸ］７ －７９７   ［開校記念日］    月 日 

  
 学校教育目標     心豊 自 考え共 学ぶ子 

 

 期待 児童像     自 心 体をい 子 

                 聞 考え 共 学ぶ子 

              強 取 組 子 

                 自然や地域社会 目を向 関わ 子 
 
 学校経営方針 

 

ン シ 学校 推進   

多様性 気 尊重 合う児童 育成 努  

児童一人 良 を見 伝え 自己肯定感を高 取 組 を  

子 分 や い ろい授業 創造 改善 努  

子 少 変化や 周囲 言葉 行動 敏感 見過 い 話を聞  

 

自己肯定感を高 ほ 伸 指 実践 

体罰 根絶 体罰を い 体罰を見逃 い 全教職員一致団結 取 組  

何 良 わ う 具体的 ほ 結果 過程 ほ 人前 ほ  

規範意識 叱 ほ 高  

子 見方 変わ 授業 変わ 指 方 変わ 保護者へ 伝え方 変わ 学校 変わ  

 

学習指 要領(2020年度～2030年度予定) 着実 実施 

  育成を目指 資質 能力 三 柱 何 う 基 い 教育活動 実施 

   ◇生 働 知識及 技能 習得  

   ◇未知 状況 対応 思考力 判断力 表現力等 育成 

   ◇学 を人生や社会 生 そう 学 向 う力 人間性等 涵養 

  教育内容 主 改善事項 そ 重要事項 

    ◇言語能力 確実 育成  ◇理数教育 充実  ◇伝統や文化 関 教育 充実   

◇ 徳教育 充実   ◇体験活動 充実  ◇外国語教育 充実  ◇初等中等教育 一貫 学 充実 

◇主権者教育 消費者教育 防災 全教育 充実  ◇ ロ ミン 教育を含 情報活用能力 充実 

◇子供 支援 障 い 応 指 日本語 能力 応 指 不 校等 充実 

  主体的 対話的 深い学 テ ニン 視点 学習過程 改善 実施 

    ◇学ぶ 興味や関心を持 自己 キャ 形成 方向性 関連付 見通 を 粘 強 取

組  自己 学習活動を振 返 次 主体的 学 実現 

    ◇子供同士 協働 教職員や地域 人 対話 先哲 考え方を手掛 考え 等を通 自己 考えを

広 深 対話的 学 実現 

    ◇習得 活用 探求 いう学 過程 中 各教科等 特質 応 見方 考え方 を働 せ 知識

を相互 関連付 深 理解 情報を精査 考えを形成 問題を見い 解決策を考え

思いや考えを基 創造 向 う 深い学 実現 

 

 コミュニテ ス 活性化 

   学校運営協議会 活性化 ≒ 部会 活性化 

   保護者 地域 連携 強化 → 全教職員 部会 所属  

   下校時及 放課後 児童 見 居場所 推進 
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 山 西 学 校          

［所在地］二宮町山西  

［電 話］７ － ７７７  ［設 立］昭和 年 月 日 

［ＦＡＸ］７ －７９７   ［開校記念日］  月 日 

 

 教育目標 豊 心 健や 体 確 学力 を育 自 力 未来をた  

生 抜 子 育成  健や 体 豊 心 確 学力  

 目指 子 姿  ○健康 元気 子 ○命を大 子 思い合う心を 子     

             ○聴い 考え 子 

 具体的 取組      ○ 命 大 さ 人権尊重 を 盤 た学校 学級経営 推進 

○互い 思い合う心を 指 充実 

○健康 体力を高 た 運動機会 拡充 

○生活習慣 定着 向 た家庭や関係団体 連携拡充 

○学校研究 推進    ○ 主体的・対話的 深い学び の実現 

○学ぶ習慣 家庭学習 啓発    ○学力保障 た 組  

○校務 掌 活性化 ○小中一貫教育の推進 

 学校経営 い    目指す学校像：＊保護者・地域 信頼さ 、児童 毎日通いたい 思う学校 

学び合い 楽 学び合う学校 児童  

               ○豊 人間関係 規範意識を醸成 学校 

               ○わ 授業を展開 礎 本 定着を図 学校 

               ○わ 楽 さを味わい 学ぶ意欲 自信を う学校 

               ○互い 育ち育 合う学習集団 学校 

               ○ 教え合い 合い 励 合い 児童 

         ○ 者 話を聴 考え 自 想いを発信 児童 

信 頼  誠実 丁寧  

         ○児童 心 全を 盤 た教育環境 並び 授業 行事 実践 

         ○児童 保護者 地域 方々 同僚へ 共感的理解を軸 た対応 

         ○い 暴力 正面 向 合い 児童 心身を  

         ○児童 育ちを最優先 誠実 丁寧 対応     ○事故 不祥事 い学校 

協 働  教育思想を尊重  

         ○地域 保護者 教育思想を理解 教育実践  

                    ○地域 教育資源を活用  

      児童を 育  

             ○保護者 地域 方々 共 学校内外 児童 全を 心 学 

校生活を送 う  

        ○教育環境 維持 整備  

        ○自然災害等 緊急事態 そ連動 地域 関係  

          期待さ 教師像：＊高度 専門職 し の自覚を持ち、授業・児童・保護 

者 向 合う教師 

＊互い 切磋琢磨し、教師 し の力量を高め合う教師 

 コミュニティスク ル  地域 学校運営への参画 

運営 柱  見 部会 環境美化部会 学習支援部会 

― 43 ― 



 - 44 - 

           宮中学校  

 

                       ［所在地］二宮町二宮 －   

                       ［電 話］ － ９  ［設 立］昭和 年 月 日               

                       ［ＦＡＸ］ －   ［開校記念日］   月 日 

  教育目標 主体的 学ぶ意欲を持 人 積極的 関わ 公 公正 心 行動 人主人公        

 

  経営方針 

報告 連絡 相談 励行 

率先垂範 行動を心掛  

整理整頓を心掛  

ワ ク バ ンスを 意識 働 方 

➄Ｐ Ａサ ク を意識 教育活動 

 

  重点目標 方策 具体的手  

学校研究 推進 学び合い 認 合え 集団を基礎 学級風土作  

特 教科道徳 指導 充実 教育活動を通 道徳的心情 断力 実践意欲  

育成      

ンク シ 教育 推進 互いを認 合い 尊重 あう人間関係 構築 

コ ュニテ スク 推進 保護者地域 協働を基盤 生徒 健全育成 

  

 本 度 研究主題      

   学び 向 う力を高 授業改善 

―他 関わ 主体的 学び合う生徒 育成を目指  ― 

 研究 内容 

各教科 い 教材 工夫 場面 応 生徒 適切 支援 を追究 い 中 生徒 学び 向 う力を

高 他 関わ 中 主体的 学び合え 授業改善を推進 い 教科  

 特 活動 い 学校行 及び学級活動 い 諸課題を解決 時間 適切 課題を設定 話 合い活動

方法や手順を身 させ 他者 関わ 主体的 学び合う生徒を育成 う 工夫改善 取 組  

学級活動 学校行  

 特 教科 道徳 い 考え 議論 道徳 指導法 さ 工夫改善 本校 評価方法を確立  

学 学級 道徳  

 総合的 学習 時間 い 自己 生 方 い 取 上 自己 キャ 形成 関連 生涯 わ

探究 能力を育 新 カ キュ 開発 取 組 学 学級   

  研究方法 具体的 取 組  

  日常 取 組  

道徳 時間 特 教科道徳 完全実施 向 考え 議論 道徳 授業を展開 指導法 工夫改善 評価

在 方 い 課題解決 取 組  

各教科 聴 合う場面や学び合う場面 言語活動や体験活動を充実させ 主体的 対話的 深い学び う授

業改善 取 組  

総合的 学習 時間 自己 生 方 い 取 上 自己 キャ 形成 方向性 関連付 生涯 わ

探究 能力を う 学習過程 工夫改善 取 組      

  公開授業 校内授業研究会 

全教員 研究主題 沿 教科 道徳 時間 公開授業を行う  

月 ９月 校内授業研究会を行う  
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      二宮西中学校  

 

［所在地］二宮町川匂 番地  

［電 話］ －   ［設 立］昭和 年 月 日 

［ＦＡＸ］ － ９９   ［開校記念日］   月 日 

  教育理念 

    

探究心 富 意欲的 授業 取 組 生徒 本気  

   互い 思いや 気持 接 困 い 友 言葉 け 生徒 優気  

   自 健康や安全 い 考え 判断 行動 生徒 活気  

   困難 対 そ を乗 越え う 失敗を次 生 こ 生徒 根気  

   自 気持 良い挨拶を心 け 感謝 気持 を素直 表現 生徒 輝気  

 

  教育目標   

こころ み く  
    

  学校経営方針 

    

チ 学校 ホ 学校 進化 

  互い 信頼 悩 を共有 互い 助け合う 家族 う 温 あ 学校 

  生徒 成長を願い 生徒 見捨 い学校 

    

目指 学校像実現 向け 具体的 取 組  

     学 わ 楽 い授業を通 生徒 学ぶ喜び  

成就感を実感させ 確 学力 を育  
 

     心 道徳 授業を充実させ こ を要  

あ ゆ 教育活動を通 豊 心 を育  

     命 自 健康 関心を持 自 命を大 う 

学びを通 健や 体 を育  

  目標具現化 重点方策 

   ～教育目標実現 向け 本柱 手 ～ 

   道徳教育 充実 一層研修を深 道徳授業 実践を重  

   学校研究 推進 学校研究テ を設定 授業力 向上を目指  

   地域 連携 コ ュニティ スク ル 組 を活用 地域 力を学校教育 生 せ

取 組 を積極的 推進  

   

  学校研究テ  

主体的 対話的 深い学び 実現を目指 授業改善  

～各教科 見方 考え方 を踏 え 発問 着目 ～  

 

互い 汗を流 こと よ
様々 教育活動を通 て 互い
の良いところを認め 共 感動
を味わえ よう  

※ ホ ム学校 くりのためのキ ワ ド 
の う …汗動 感動 

学 心 命 



回 月 日 曜 開始時刻 容 対象者 場 所

1 6月「9日 月 16:00 WG 今年度 取組 い 代表者 教育研究所

2 1月1「日 火 16:00 今年度 取組 成果 課題 代表者 教育研究所

回 月 日 曜 開始時刻 容 対象者 場 所

1 8月」日 月 15:30 各教科等 中一貫カ キュ い 全教職員 民センタ

2 9月17日 木 今後調整 学校授業公開 参観
各ワ キン

各学校

3 10月「「日 木 今後調整
中学校授業公開 参観
授業公開 参観 振 返

各ワ キン
各学校

回 月 日 曜 開始時刻 容 対象者 場 所

1 5月1「日 火 15:30
教育研究所指 員講話 授業 ７ 視点

授業 学習活動 宮 支援教育等
初任者

民センタ
」A 室

2 8月7日 金 13:00 学校給食センタ 心泉学園等施設見学 講話 等
初任者 他市

転任者及び希
望者

※大磯 宮 新採用教員合同研修会 8月19日 水 ～「0日 木

回 月 日 曜 開始時刻 容 対象者 場 所

1 8月4日 火 9:30
子 発達 支援 あ 方 い

講師：明星大学教育学部教授 星山 麻木氏

特別支援学級教職
員及び保護者
民

民センタ
大ホ

回 月 日 曜 開始時刻 容 対象者 場 所

1
7月 旬
調整中

14:00 言葉 教室通室児童 情報交換及び研修
そ 通級
児童担任

宮
そ

回 月 日 曜 開始時刻 容 対象者 場 所

1
7月 旬
調整中

月 14:00
幼児教育 学校教育 滑 接続 い

講師：神奈 県教育委員会 子 教育支援課 指 主
低学年担任
及び希望者

民センタ
「A 室

回 月 日 曜 開始時刻 容 対象者 場 所

1 4月「日 木 15:00

服務 確認
指 支援 あ 方
学級担任等 連携

支援教育補助員
民センタ
Ａ 室

中一貫カ キュ
ワ キン

代表者会

中一貫カ キュ 作成 た 各教科等 ワ キン 進捗状況
等 い 情報交換等を行う

中一貫カ キュ
ワ キン

ティン
中一貫カ キュ 作成 た 研究 協議 情報交換等を行う

こ 教室 そ
担当者 担任連絡会兼研修会

そ 担当者 通級児童 担任 情報交換をす

研修 業 ※4月1日現在 業計

幼稚園 保育園 学校間 連携を深 た 講話 応報交換等を通し 幼 保
連携 い 共通認識を持 教職員 保育士 交流を深

特別支援教育研修会

支援教育補助員研修会

初任者研修会

幼稚園 保育園 学校
研修会

支援を必要 す 児童 生徒へ 具体的 指 支援及び教職員 連携 あ 方
い 理解を深

発達 害及び支援 い 専門知識を深 児童生徒支援 あ 方を研修す

教職員 し 心構えや使命感を培い 教育 専門職 し 自覚を高 共
宮 教育 い 理解を深
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回 月 日 曜 開始時刻 容 対象者 場 所

1 夏休 等 各校指定
校務 情報化 い

校務支援システ 運用研修会
全員 各校

回 月 日 曜 開始時刻 容 対象者 場 所

1 7月「7日 水 9:30

I（Tを活用した授業
ロ ン 教育 い

講師：信 大学教育学部 佐藤 和紀氏
希望者 民センタ

回 月 日 曜 開始時刻 場 所

1 8月」日 金 13:00
民センタ
大ホ

回 月 日 曜 開始時刻 容 対象者 場 所

1 4月「6日 金 15:30
講演会
講師：東京学芸大学 教授 粕谷 恭子氏

学校全教員及び
中学校英語科教員

民センタ

6月
調整中

学校外国語活動 効果的 指 法 い
講師：東京学芸大学 教授 粕谷 恭子氏

小学校教員及び
中学校英語科教員 各 学校

10月
調整中

学校外国語活動 効果的 指 法 い
講師：東京学芸大学 教授 粕谷 恭子氏

小学校教員及び
中学校英語科教員 各 学校

11月
調整中

学校外国語活動 効果的 指 法 い
講師：東京学芸大学 教授 粕谷 恭子氏

小学校教員及び
中学校英語科教員 各 学校

回 月 日 曜 開始時刻 容 対象者 場 所

1 6月15日 月
中学校英語教育 効果的 指 法 い
講師：東京家政大学 教授 太田 洋氏

英語科教員 各中学校

2 1「月14日 月
中学校英語教育 効果的 指 法 い
講師：東京家政大学 教授 太田 洋氏

英語科教員 各中学校

回 月 日 曜 開始時刻 容 対象者 場 所

1 8月4日 火 9:30
子 発達 支援 あ 方 い

講師：明星大学教育学部教授 星山 麻木氏

特別支援学級教職
員及び保護者
民

民センタ
大ホ

2

や子
塾

教員 保護者 地域 方々 共 学び合い 共通理解を図 宮 教育 充実を図

中学校英語教育研修会

容

演題：ＩＣＴ活用 働 方改革
講師：特定非営利法人ほ い う学推進 ォ 理 長

新保 元康 氏

学校 連携をふ え 中学校 英語教育 い 理解を深 中学
校英語科教員 授業力向 を図

校務用P（を活用す テ シ 及び操作 い 理解を深

子 たち 学習意欲を高 生 力を育 9年間を見通した質 高い教育
あ 方を研修す

教育 情報化研修会

I（T活用指 力向
研修会

学校間ネットワ
研修会

学校外国語活動 効果的 指 法 い 知識 理解を深 実
践的 指 力向 を図

学校外国語活動研修会

わ 授業 I（Tを活用した授業 研修
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28

29 29

30 30

1 1

2 2

～授業改善を通し ～

宮中 生徒 主体的 対話的 深い学び を実現す た 授業改善

～系統的 学びを意識した指 聴 合い学び合う活動を通し ～

宮西中 主体的 協働的 学びを深 生徒 育成

自 考え 共 学び合う子 育成 宮西中 道徳教育 抜本的改善 充実 支援 業

～特 教科道徳 授業 を通し ～

山西 聴い 考え 学びを 子 育成

～読 こ 力を高 言語活動 工夫～

４ 指定研究校及び研究内容一覧 宮町教育委員会 神奈川県教育委員会

年
度

宮町教育委員会 年
度

神奈川県教育委員会

学校名 研究内容 学校名 研究内容
宮町学び 推進研究 業

一色 自 考え 伝え合い 学びを深 子 育成

～物語教材 単元を通した授業 工夫を通し ～

宮 自 思い 表現 子 相手 思い わ 子 ンク
ル シブ教育 学級経営を通し

～心を育 授業 ～

宮中 思考力 断力 表現力を た 指 法 工夫改善

～聴 合い学び合う活動を通し ～

山西 聴い 考え 学びを 子 育成

～読 こ 力を高 言語活動 工夫～

宮西中 主体的 協働的 学びを深 生徒 育成

～言語活動 充実 授業改善を通し ～

宮町 中一貫教育推進研究委託 業

コミュニテ スク ル 入等 進 業

道徳教育 抜本的改善 充実 支援 業 考え 議論す
道徳 実践

～物語教材 単元を通した授業 工夫を通し ～

宮中 思考力 断力 表現力を た 指 法 工夫改善

宮町学び 推進研究 業

山西

宮 自 思い 表現 子 相手 思い わ 子 ンク
ル シブ教育 学級経営を通し ～心を育 授業 ～

神奈川県教育委員会: い ち を大 す 心を 教
育推進研究委託 業
自尊感情を高 自他 い ち を大 す 教育 推進
～道徳教育 実践を通し ～

～聴 合い学び合う活動を通し ～

山西 聴い 考え 学びを 子 育成

～読 こ 力を高 言語活動 工夫～

一色 自 考え 伝え合い 学びを深 子 育成

宮中

宮町教職員授業力向上研究 業

山西 自 い ちを守 教育 関す 研究

宮 生 た 自 思い 表現 子 相手 思
い 子

コミュニテ スク ル推進体制構築 業

宮西中 主体的 協働的 学びを深 生徒 育成

～言語活動 充実 授業改善を通し ～

中一貫教育推進研究委託 業宮町

～特 教科道徳 授業 を通し ～

山西 聴い 考え 学びを 子 育成

道徳 授業を通し ～心を育 授業 ～

宮

一色 主体的 対話的 学びを深 子 育成

道徳教育 抜本的改善 充実 支援 業

～聴 合い学び合う活動を通し ～

宮西中 主体的 協働的 学びを深 生徒 育成

～読 こ 力を高 言語活動 工夫～

宮中 生徒 主体的 対話的 深い学び を実現す た 授業改善

一色 自 考え 共 学び合う子 育成

～特 教科道徳 授業 を通し ～

～授業改善を通し ～

宮町教職員授業力向上研究 業

宮 生 た 自 思い 表現 子 相手 思
い 子

山西 自 い ちを守 教育 関す 研究

道徳 授業を通し ～心を育 授業 ～

一色

山西 聴い 考え 学びを 子 育成

～読 こ 力を高 言語活動 工夫～

宮中 学び 向 う力を高 た 授業改善

～他 関わ ，主体的 学び合う生徒 育成を目指し ～

宮西中 主体的 対話的 深い学び 実現を目指した授業改善

～各教科 見方 考え方 を踏まえた発問 着目し ～

宮町教職員授業力向上研究 業

宮 生 た 自 思い 表現 子 相手 思
い 子

山西 道徳教育 抜本的改善 充実 支援 業

道徳 授業を通し ～心を育 授業 ～
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 教育研究所  

 基 方針 

  ○多様化 個 化 高度化 教育を 諸課題へ 組  

  ○生涯学習 視点 立っ 教育を 諸課題へ 組  

 主 業務 

教育 関 専門的 術的 項 調査研究 情報収集 研修及び教育相談を行う  

  ○教育ニ 対応 調査研究 研修     ○教育相談 

  ○教育情報 ネットワ ク化           ○青少 相談 

  ○不 校児童 生徒へ 対応 

 具体的 組  

教育調査 研究 

 宮町教職員授業力向上研究 業 英語教育推 業 情報教育推 業 

 全国学力 学習状況調査及び全国体力 運動能力 運動習慣等調査 分析 活用  

 教科用図書採択 関 調査 研究 

 

教育課題 研修  

 宮町 中一貫教育研修会 学校外国語活動研修会             

 児童 生徒指 研修会 初任者研修 経験者研修(訪問指 訪問相談)         

 支援教育研修会 幼稚園 保育園 学校研修会 ＩＣＴ活用指 力向上研修会 

 

教育情報 収集 提供 

 教育要覧 宮 教育 行 

 学校 社会教育団体 教育研究冊子等 収集 整理 提供   

 教育研究図書 収集 整理 提供 

 教育研究所 行 

 

教育相談室 

 相談対象  宮町在住 町民 児童 生徒 そ 保護者 教職員 

 相談内容  教育を 諸課題 悩 疑問 

学習 勉強 就学 路 学校生活 子育 健康 安全 学級経営  

 相談日時  ア 原則 月曜日～金曜日 午前 時～午 時 

イ 国民 休日 関 法 規定 日 始 休日を除  

 相談形態  ア 来所相談  相談者 直接来所 相談員 相談 

イ 電話相談  相談者 電話 相談 

必要 来所相談を勧  

ウ 訪問相談  相談者 家庭へ相談員 訪問 相談 

エ 巡回相談  各 中学校へ 巡回相談 

 機関連携  ア 相談内容 応 関 機関 学校 連携を図 良い方向付  

を  

        イ 教育支援室 びこ ク カウン SSW 子育 健

康課 児童相談所 連携 
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教育支援室 びこ 運営 

 設置目的  心理的 情緒的 要因 校 い あ い い児 

童 生徒を対象 自立支援 適応指 充実を図  

 通室対象  ア 宮町立 中学校 在籍及び町内在住 児童 生徒 

イ 学校 保護者 人 教育支援室専任教諭等 協議を経 学校

長 認 教育委員会 体験通室 通室を決定 児童 生徒 

ウ 児童 生徒 在籍 原籍校  

 開室日等  ア 原則 月曜日～金曜日 午前 時 分～午 時 分 

イ 長期休業日 夏 冬 春 開室 個々 児童 生徒  

状況 合わせ 配慮  

ウ 国民 休日 関 法 規定 日 始 休日を除  

 指 重点 ア 的欠席者へ 早期対応 学校 連携を図 教育相談  

訪問相談を行う  

イ 多彩 体験活動を通 不 校児童 生徒 自立性 自主性を高 

社会活動へ 意欲化を図  

ウ 不 校児童 生徒 理解 学校復 個 面談を充実  

エ 不 校児童 生徒 そ 保護者 交流を深 中 人 保護 

者 立感 不安を 除 自立性 自主性 高 う 相談 

活動 充実を図 自信を喪失 不安 状態 あ 保護者 児童  

生徒 相談相手 前向 考え う 支援  

 

            ※ 教育相談室 教育支援室 実績 やまびこ要覧 参照 

 所 員 

   所長 教育部長 兼務     … 名      指 主  兼 務         … 名 

   教育支援室 適応指 専任教諭… 名    教育研究所指 員 会計 度任用職員 … 名 

中一貫教育研究員 会計 度任用職員 … 名    心理教育相談員 会計 度任用職員  … 名 

SSW 会計 度任用職員         … 名     県派遣 SSW 会計 度任用職員     … 名 

教育指 員 会計 度任用職員   … 名         

 名称 所在地等 

  名 称  宮町教育研究所 教育相談室 教育支援室 びこ 旧適応指 教室  

  所在地  神奈川県中郡 宮町 宮 番地 宮町教育委員会内  

  電 話  教育研究所  0463-75-9261 内線 339 338   

教育相談室 教育支援室 びこ  

0463-75-9261 内線 430  

0463-72-2883 直通  

F A X   0463-73-4050 

  開 設  教育相談室        成 月 日 

教育相談 適応指 教室  成 月 日 

教育研究所        成 月 日 

教育研究所 改編統合   成 月 日 
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 こ 教室 そ っ  
 

 教室紹介 

 
設置 い 

    会話 苦手 っ さ 言い い

っ っ さ 音 聞こえ い いう う 悩 を持っ い 子

教室 成 月 開室  

    こ 上手 話せ い いうこ 一時的 自信を失っ っ い 子

来持っ い 様々 可能性 能力を 揮 う指 支援 い  

    通称を そ っ  

 

学習 方 

    子 先生 対 行う個 指 通級制 個人 対応 指 支援

大 メ ット あ  

    通級 各教科等 指 在籍 い 普通学級 言語 状態等 応

特 指 を 自分 学級 学校を離 そ っ 一定 時間 こ を言う  

  在籍校 担任 協力 情報交換 指 保護者 面談を行っ 家庭

担任 連携を 効率的 指 を行う  

    指 回数 回を原則 指 時間 固定制 問題 内容 程度 応

定期指 月 回 場合 あ 回 指 時間 ～ 単位時間を目安

学 等 っ 配慮  

 

対象児童 生徒 

      言語 指 支援を必要 保護者 通級指 を希望 児童 生徒  

      宮 学校 児童以外 場合 通級 保護者 付 添え 児童 生徒  

 

通級手  

    電話 面談 教育相談を そ っ そ っ 担当者 通級指 を

必要 断 場合 い 保護者 在籍校 校長を通 教育委員会 通級申請書

を提出  

    教育委員会 通級指 を適当 認 場合 通級開始  

 

通級指 終了 

    そ っ 担当者 通級指 必要 っ 断 教育委員会 対

報告 指 必要性 い 認 通級終了 そ 情 保護

者 通級を終了 い場合 申 出 通級終了  

 

 名称 所在地等 

 
   名  称  宮町通級指 教室こ 教室 そ っ  

   設置場所  宮町立 宮 学校 

在 所 地  神奈川県中郡 宮町 宮 番地  

電  話  0463-71-0157   FAX  0463-71-7995 

設  置  成 2000 月 日 
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 学校給食センタ  

 目的 

立学校 い 実施さ 学校給食 調理等を効果的 能率的 処理す ため 給食  

センタ を置 センタ 方式 実施す  

児童 生徒 全 栄養 ンス た給食を提供し 望ましい食習慣を形成す  

食育 充実 努め  

 業務 

 全 栄養 ンス た いしい給食 提供 

食物 調理 よび配送    食器 食缶等 洗浄 消毒 よび保管 

給食用物資 調達      そ 他 教育委員会 い 必要 認め 業務 

 学校給食センタ 運営委員会 

運営委員会 設置 

    学校給食 業務を円滑 す ため 運営委員会を置く  

運営委員会 構成 

    教育委員 表            学校給食センタ 薬剤師 

    立各 中学校長 表       学識経験者そ 他教育長 指定す 者 

    立各 中学校ＰＴＡ 表 

 給食 配送先 

    宮 立 宮 学校   宮 立 色 学校   宮 立山西 学校 

    宮 立 宮中学校   宮 立 宮西中学校 

 給食実施計 和 月 日現在  

給食人員………………… 学校   1,196人   中学校    625人 

              教職員    222人    ◎合計   2,043人 

給食稼働日数 間 …コ ウイ ス感染症 伴う休校 よ  

日数 5月 29日現在未確定 

給食費 月額 ………… 学校   4,050円   中学校   4,800円 

 所 員 和 月 日現在  

所長  兼務 名       栄養教諭 ･･･････ 名                    

務職員 ･･･････ 名      学校栄養技師 ････ 名 

会計 度任用職員･･･････ 名                    

 名称 所在地 

   名 称   宮 学校給食センタ  

   所在地   神奈川県中郡 宮 緑 丘 目 12番地  

   電 話   0463-71-3488 

   開 設   成 22 ９月 日 

施設 特徴 

．児童生徒 心 全 いしい給食を提供す ため 作業効率 良い イシス   

テム 入 環境 配慮したオ 電化施設 し また HACCP※や各種基準を遵 し

た 衛生性 全性 作業性 優 た施設 す ※Hazard Analysis Critical Control Point 

．スチ ムコンベクションオ ブン 入 よ 給食献立 を増やす

魅力あ 学校給食を推進し い ます  
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生涯学習 推  

生涯学習推 体制 充実 

社会教育委員会議 開催 

生涯学習施設 充実 

生涯学習 ン 管理運営 

生涯学習 ン ン 長 命化計

策定 

ふ 念館 管理運営 

生涯学習情報 提供 

広報 ン ( HP) 

団体 サ ク 情報 身近 余暇  

学習機会 提供 

民大学推 業 

  生涯学習 ン 企 運営 業 

  ( ) 郷土 歴史 関 学習 

  ( ) 芸術 文化 関 学習 

  ( ) 趣味 教養 関 学習 

  ( ) 暮 社会 関 学習 

  ( ) 公募講  

生涯学習 支援 

生涯学習支援 業 

 ( ) 団体 サ ク 情報 提供 

(身近 余暇 ) 

 ( ) 民大学サ (人 ンク) 推  

 ( ) 生涯学習 ン 支援及び連携 

人権教育 推 研修会 開催  

  

青少 健全育成 

青少 健全育成推 体制 充実 

青少 問題協議会 

青少 指 員連絡協議会 

青少 環境浄化推 員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

青少 活動 支援 充実 

広域連携中学生交流洋上体験研修 参加 

青少 交流 ャン 参加 

子 野外研修 開催 

子 会活動 支援 

   ( ) 研修会 

   ( ) 子 野外研修 支援 

   ( ) 子 会育成会連絡協議会 

単位子 会 支援 

青少 健全育成 業 

成人式 開催 

実行委員会 補助 支援  

青少 社会環境浄化活動 推  

環境浄化  

愛 運動 

社会環境実態調査 

青少 非行 被害防止街頭 ャン ン 

子 若者育成支援街頭 ャン ン 

 コ ュ ク 活用 業 

家庭教育 充実 

   ( ) 宮 PTA連絡協議会 補助 支援 

地域教育 業 推  

( ) 子 ャ ン 教室 

( ) 地域学校協働活動推 員 設置 

( ) 放課後子 教室 

青少 指 者 養成及び研修 

子 会育成会 指 者 青少 指 員 

研修会 

 

伝統文化 継承 文化 創造 

民 文化活動 充実 

ン 利用促  

文化祭 開催 

ン ソンコンサ  

開催 

文化団体 支援 連携 

 社会教育 業概要 

生 涯 学 習 課 業 
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郷土文化 保護 育成 

文化財保護委員会 

文化財保護 務嘱 員 設置 

ャ 郷土館 整備 

文化財資料 整理 保存 

指定文化財管理補助金 交付 

民俗芸能保存会連絡協議会 支援 

宮高校相模人形芝居 支援 

民俗芸能 つ い 

 

地域 活動 推  

 各種大会 業 

  宮 体育祭 

  内一周継走大会 

  教室 

   サ 教室 学生  

 社会体育団体 支援 

  体育協会加盟団体 21団体 補助 

  抗 わ駅伝大会参加補助 

 推 委員活動 推  

  推 委員連絡協議会 

 

体育施設 適 整備 

 コ 緑 丘 ン  

 宮 武道館 

 立体育館 

 宮 民運動場 

 営山西  

 宮 民温水  

 中学校体育館 運動場等 開放 

 

図書館 運営 びサ 充実 

図書館運営体制 

図書館協議会 

 

図書等資料 充実 

図書資料 購入 収集 保存 

視聴覚資料 購入 収集 保存 

地域資料 整備 充実 

宮 図書館基金 活用 

雑誌 ンサ 制 実施 

 

図書館利用 促  

開館日数 増 び閉館時間 変更 

 月 館内整理休館日 開館 

閉館時間： 日水金  午後 時 

        火木土日  午後 時 

図書館 ン 活動 修理 ン 、

録音図書 ン 、書架整理 ン

 

図書 資料 予約、 ク 受付 

推薦図書 紹介 

図書館 行 

図書館 ン 版 行 

広域利用 業 

あ あう絵 赤

絵 配  

図書及び雑誌 サ ク コ 設置 

図書館 児サ  

ク 業 子育 健康課 共催  

子育 情報コ 関連図書コ 設置 

子育 支援講 開催 

宮 人物 ク 増補改訂版

活用  

読書 コ 設置 

コ 相談員 配置

通  

 

情報提供 ワ ク 推  

図書館 更新 

県内図書館情報 ワ ク  

活用 

ン 応 

利用者用 ン 端 提供 

ン 蔵書検索 予約 受付 

図書館 び SNS 図書館公式

、 ク 活用

情報 信 
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図書館 親 業 充実 

わ う あそ う！ 

い い 会 

会 あそび 

う 大会 

大人 会 共催  

 

学校教育活動 連携 

宮 図書館 学校図書館連絡会議 

中学生 総合学習利用 

中学生 職場体験学習 受 入  

宮高校 奈川大学 ン ン 受  

入  

内学校 教員 研修 社会体験  

中学生 意見交換会 び図書館見学会  

開催 

中学生 い 行 

 

 宮 図書館個人利用統計 令和元  

 

  入館   

者数 

新規   

録者数 

貸出   

者数 
貸 出 冊 数 冊  返却   

冊数 

予約    

ク  
開館  

日 
  

  人  人  人  図書 雑誌 AV 合計 件  

合計 147,764 686 75,629 172,618 9,406 14,609 196,633 198,129 11,902 261 

一日   

均 
566  2.6  290  661  36  56  753  759  46    

           

前  

 
174,944 854 85,393 194,846 10,300 18,371 223,517 223,710 12,920 284 

増減 -27,180 -168 -9,764 -22,229 -894 -3,762 -26,885 -25,581 -1,551 -23 

前

比 
84.5% 80.3% 88.6% 88.6% 91.3% 79.5% 88.0% 88.6% 88.5% 91.9% 
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 令和元  広域利用新規 録者数  238 人 

大磯 、 塚 、秦野 、伊勢原 、中井 、 田原  

 

宮 人口             27,551 人 令和 2 4 月 1 日  

現在 録者数             39,118 人 

宮在住 録者数           22,400 人 

広域利用資格 録者数         15,801 人 

在勤 在学資格 録者数          811 人 

 

○ 開館時間        火木土日   午前 9 時 30 ～午後 5 時 

            日水金   午前 9 時 30 ～午後 7 時 

○ 貸出冊数 期間     雑誌   5 冊    2 間 

              ＡＶ資料   3 点    1 間 
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 や 民大学推進 業 令和元年 実績報告  

趣旨 民 多様 学習ニ 応え を テ い こ 楽

学習 学び 場 を 生涯学習 一層 推進を図  

．一般講  

多様 学習ニ 応え 学習機会を 供す 講 教 企 運営 生涯学習

ンテ 参 民 主体 講 運営を す  

 日程 講 教 名 対象 講師 定員 
参加

者 

1 4 月 16 日 火  や 写仏入門 一般 加藤 文氏 保安寺 副 職  20 人 18 人 

2 

5 月 23 日 木  

5 月 30 日 木  

6 月 6 日 木  

6 月 13 日 木  

外国人 話せ う

う 
一般 中塚 恵美氏 元中学校英語教師  20 人 18 人 

3 6 月 23 日 日  草木染 体験 一般 白  氏 染織家  10 人 10 人 

4 6 月 30 日 日  漢方を 知 う 一般  正利氏 日本漢方協会副会長  20 人 20 人 

5 

8 月 29 日 木  

9 月 5 日 木  

9 月 19 日 木  

10 月 13 日 木  

10 月 17 日 木  

始 楽 いコ  一般 曽  芳江氏 岩崎千恵氏 20 人 21 人 

6 9 月 11 日 水  ツ吹矢体験 一般 市川 雅俊氏 15 人 19 人 

7 

11 月 7 日 木  

11 月 14 日 木  

11 月 21 日 木  

11 月 28 日 木  

12 月 19 日 木  

文学 俳句 立

そ 流  
一般 升水 昭夫氏 30 人 17 人 

8 11 月 9 日 土  宮ゆ 人物を知 う 一般 
石井 敬士 元 宮 図書館 ドバ

 
20 人 17 人 

9 11 月 10 日 日  
う 想い出

バム 
一般 

藤 祐一 湘南 宮ＩＴク ブ会

員  
15 人 9 人  

10 11 月 12 日 火  
音楽 尺八 世界を

楽  
一般 

森 丹山氏 尺八  

小瀬村 雅萩氏 伴奏箏  
40 人 31 人 

11 

1 月 21 日 火  

1 月 22 日 水  

2 月 4 日 火  

2 月 18 日 火  

初心者 楽 い陶芸体験教

 
一般 見 秀一氏 陶芸家  15 人 10 人 

12 
1 月 30 日 木  

2 月 13 日 木  
楽 い暮 書道教  一般 戸田 芳扇氏 文化書道講師  20 人 16 人 

13 2 月 23 日 日  
寺院 鑑賞講 鎌倉

編  
一般 

浪川 幹夫氏 鎌倉歴史文化交流館

学芸員  
15 人 11 人 

合計 217人 
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 家庭 地域教育推進 令和元 実績報告  

 

家庭 地域教育の充実のた 講 研修会等の開催や団体間のネ ワ を目指  

 

．PTA役員研修会 

 趣旨 

PTA い 活動や役割等の基本的 を学び 活動 対 バ を聞

役員への不 等を払拭 前向 活動 う 一助 う 研修

 

 会場 ラ ン ン  

 日程 内容 

．日 時： 成31 4月13日 土 13時30分～15時30分 

．対 象：PTA本部役員 教職員 

ウ．内 容：講話 PTA活動の基礎 基本～子 たちの健や 成長のた ～  

エ．講 師： 菅 聡子 氏 中教育 務所指 課 社会教育主 兼指 主  

．参加者：38人 

 

 

． PTA家庭教育学級 

趣旨 

PTA 主体 子 の健全 育成 明 い家庭 のた 学習機会を提供

家庭教育の推進 び地域の人々 の連携を図 た 開催  

内容 

各単位 PTA の成人教育委員 企 営 

 宮中  宮西中  宮小  一色小  山西小  

第 回  6／7 

骨盤 ク  

講師：竹田  幸恵氏  

場所： 宮中柔道室  

6／21 

ッ マッ 講座

子育 情報交換会  

講師：加藤  早苗氏

癒し処  ゆ 庵  

場所： 宮西中  

 

6/21 

芸術鑑賞教室  

マン  

鼓和―ｃｏｒｅ  

場所： 宮小学校  

体育館  

※学校 PTA 共催  

11/20 

ワ

ン ン ＆   

ンチ  

講師：警部先生  

場所：一色小、 

指帆亭  

7/6 

作  

場所：山西小中庭  

  家庭科室  

参加者  21 人  参加者  15 人  参加者  約 90 人  参加者  18 人  参加者  49 人  

第 回  10／10 

社会科見学  

横浜方面キ ン

工場見学＆ ンチ

ュッ  

10／11 

社会見学  

ワ の工場

見学 桔梗屋工場  

場所： の村、 ャ   

    ゼ    

    ワ 、 

桔梗屋  

－ － 

11/30 

環境美化 校地

内伐採 おし こ 

＆やきいも  

場所：山西小学校  

参加者  34 人  参加者  27 人  － - 参加者  60 人  

 

 12/22  宮 ＰＴＡ連絡協議会五校合同企 業  いのちを考え       

〇第 部： 現役大学生の描くいのち   講師：菅田  悠介氏、谷津  綾菜氏  

〇第 部： いのちの ンタッチ      講師：鈴木  中人氏      

場所： ン ホ  
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．放課後子 教室 

趣旨 

立 学校 通う児童 ～ 生 を対象 放課後 心 全 居場所

の一環 地域の方々の参 を得 子 たち 心 体験活動を 場を

提供  

日程 内容 

 宮 学校放課後子 教室 場所： 宮 学校体育館  

回数 日時 内容 サ タ  参加者児童数 

  10月21日 月  昔 び 自由 び 16人 105人 

  11月11日 月  昔 び 自由 び 17人 99人 

 11月18日 月  体験 自由 び 10人 117人 

 11月25日 月  段 工作 自由 び 10人 124人 

 12月 9日 月  ＩＴ体験 自由 び 13人 121人 

 12月16日 月  体験 自由 び 9人 109人 

 1月20日 月  体験 自由 び 10人 102人 

合計 777人 

一色 学校放課後子 教室 場所：一色 学校体育館  

回数 日時 内容 サ タ  参加者児童数 

  10月21日 月  ラ ン 3～6 対象  7人 16人 

  11月11日 月  ラ ン 1～2 対象  9人 21人 

 11月18日 月  情の山 宝探 自由 び 6人 37人 

 12月 2日 月  体験 自由 び 10人 39人 

 12月17日 火  段 工作 10人 32人 

 1月22日 水  段 工作 9人 38人 

 2月 3日 月  音楽 ぼう 6人 35人 

合計 218人 

山西 学校放課後子 教室 場所：山西 学校体育館  

回数 日時 内容 サ タ  参加者児童数 

  10月 4日 金  木工 段 自由 び 7人 32人 

  10月11日 金  木工 段 自由 び 8人 32人 

 10月25日 金  木工 段 自由 び 8人 34人 

 11月15日 金  木工 段 自由 び 6人 39人 

 11月22日 金  木工体験 自由 び 8人 39人 

 12月 6日 金  た 火体験 木工 自由 び 7人 46人 

 12月13日 金  た 火体験 自由 び 8人 43人 

合計 265人 

 

※ 表右 項目  

サ タ …放課後子 教室サ タ びの指 や 全管理員 子 の 全を見  
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．子 チャ ン 教室 

趣旨 

の や身近 科学現象の実験体験 を通 子 たち 科学 対 関

心や創造力を高  

日程 内容 

 日程 講 教室名 対象 講師 定員 参加者 

1 5 月 11 日 土  

＜母の日講 ＞  

手作 ネ ョン

を ン う  

学生 長嶋 ゆ 氏 12 人 10 人 

2 7 月 27 日 土  
ペン を作

飛ばそう  
学生 野村 堯雄氏 20 人 13 人 

3 
8 月 23 日 金  

8 月 24 日 土  

ペ

を作 飛ばそう  
学生 江見 千秋氏 20 人  4 人 

合計 27人 
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 人権教育推進 業 

 

 

．人権教育研修会 

 趣旨  

性別 わ 自分 生 た 声を 人権 増え い 中 誰

自分 生 を認 合うた の一助  

 日 時：令和2 1月23日 木 13時～15時 

 会 場： 民 ンタ  Ｂ ラ 室 

 内 容： 性の多様性の中 生 私たち  

 講 師： 輪 美和子氏 NPO法人LGBTの家族 人を 会東京理  

対 象： 内在住 在勤 教職員 

参加者：12人 
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生涯学習課 生涯学習 スポ 班  

業 

 

各種大会 スポ 業の充実 

 宮町体育祭 

 町内一周継走大会 

地区対抗の部 

一般 プンの部 

 スポ 教室 

サ 教室(小学生) 

硬式 ニス教室 小学生 ら大人  

 

 

地域スポ 活動の振興 

 社会体育推進 業 

体育協会加盟団体補助 21団体  

 補助 

市町村対抗 な わ駅伝大会参加 

 補助 

  各種大会参加者傷害保険への加入 

 

 スポ 推進委員活動 業 

    

  

体育施設の整備 

 ニスコ  

緑 丘 ニスコ 94.10開設  

ラ ン ニスコ (06.4開設) 

 宮町武道館(80.4開設) 

 町立体育館(85.4開設) 

 宮町民運動場(90.6開設) 

 町営山西プ ル(82.6開設) 

 町民温水プ ル(94.4開設) 

 小中学校体育館、運動場等の開放 

 

 

５ 社会体育の 業概要 



武道館

小 中学校の体育施設

運動場  二宮西中 合計

366

14,014

体育館  二宮西中 合計

745

13,232

武道場

0

190

1,3911,266

山西小

95

2,529

件数

人数

二宮西中

126

1,721

件数

人数

二宮中

6,881 1,165

一色小

81

件数

12,280

11,374

人数

1,710

大人

団体利用

件数

山 西 プ  ル

大人

102

個人利用 人数

277

二宮小

人数 3,837

19,270

2,898

合　　計

2,830

13,721

合　　計

850

柔道場

90

緑が丘

1,626

ラ ン

1,204

3,928

130

人数

2,319

5,280

全館剣道場

630件数

067

30,193

二宮小

4

件数

0

団体 人

1,424

49,295

大人

大人
人

こども
人

合　　計
人数

合計 人数

4,631

二宮中

合計
人数

こども

3,207

こども

合　　計
人数

30,197

57,093

70

2,252

164

6,673 1,252

592

多目的
　ル ム 人

239222

65

５ 体育施設の入場者数 令和元年度実績

一色小 山西小

32,332 16,502

こども

人数

個人利用 人数

9,793

43,400

団体利用町民
運動場

町民
温水
プ ル

ニス
コ 件数

町立
体育館

屋外
プ ル

人数
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宮町指定文 財 形文 財 8件 無形民俗文 財 1件 天然記念物 『件あ

６ 宮町 指定文 財
参考： 宮 文 財 成8 宮町教育委員会発行

木造薬師如来坐像
茶屋薬師堂 山西

川勾神社 本地仏 た

明治維新 神仏分離

現在 茶屋地区 所

い

寄木造 彫眼 漆箔 像 江

戸時 作 推定さ

寄木造 高さ261.5㎝ 昭和49(1974 ) 6 5日指定

木造 弥 如来立像
浄源寺 一色

こ 像 関東地方 数少 い

安彫刻 解体修復 行

わ た際 躰内 木像一体 願

文 江戸時 け 修復 記録

残さ た紙片 発見さ た

寄木造 高さ99㎝ 昭和49 1974 6 5日指定

高さ101㎝ 径60㎝ 昭和49 1974 6 5日指定

田舟 文書
川勾神社 川匂

川勾神社 神領地 水

田発掘 際 発見さ た田舟

奈良時 頃 田植え 使わ

いた 推定さ

文書 小田原 条関係

川家康 書状 あ

田舟 長さ141㎝ 幅31㎝ 文書 77点

弥生式土器
宮町生涯学習センタ

宮

昭和47 秋葉山 宅造

際出土 た弥生時 中期 土

器 完全 形 型

朱泥を配 段 輪

製作さ い

高さ15.3㎝ 中央周囲51㎝

昭和50 1975 9 17日指定

木造随身倚像
川勾神社 川匂

神奈川県内 け 一木造

現存最 随身像 安時

後期 風 姿を残 い

彫刻 向 い広葉樹 作

い こ 神木を

使 た い 考え

い
高さ 116.9㎝ 右103㎝

梵鐘 等覚 山西

天保12 1841

た 新編相模国風土記稿

こ 梵鐘 吾妻神社

あ た 明治

当寺 移さ た 伝え い

寛永8 1631 銘 あ

町内 現存 最 梵鐘

文書 御休帳 二宮町生涯学習センター 山西

山西 茶屋町 江戸時 大磯～小田原両宿 間 宿 あい

く 茶屋 商い店 賑 い た そ 中 本

茶屋を名乗 た松屋 大名 幕府 役人 休憩 た記録

あ 御休帳 残さ こ 当時 交通政策 状況

を知 こ

昭和49 1974 6 5日指定

成19 2007 3 2日指定昭和49 1974 6 5日指定
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木
等覚 山西

こ 木 樹齢約400

いわ い 当寺 別名

藤巻寺 呼 そ 花

美 さ 名 新編相模国

風土記稿 紀行文等

そ 名 見え

昭和49 1974 6 5日指定 昭和52 1977 1 14日指定

タ 木 個人蔵 山西

タ 木 人 渉 け 数百 巨樹 現実 生活資

利用度 低いこ 保護さ 現存 少 く い そ

中 あ 国道１号線 吾妻橋 山側 あ こ タ 木 宮町最大

樹齢 約300 推定さ い

昭和58 1983 1 11日指定

蘇峰堂 庭園 富蘇峰記念館 宮

蘇峰堂 富蘇峰 晩 秘書を務 た塩崎彦市氏 屋敷跡 現在

富蘇峰記念館 蘇峰 贈与さ た蔵書 遺品を公開 い

そ 庭 梅 木 70本 あ 梅 香漂う季節 多く 人々を楽

く

成13 2001 2 27日指定

中里祭囃子 中里

中里地区 伝わ 祭囃子 江戸文 華 文 文政期 1800 初

頃 発生 た いわ 笛 曲 変 囃子 合わ 踊

入 特 昭和46 1971 保存会 結成さ 町内 祭囃

子 盛行 寄与 い

昭和50 1975 9 17日指定

モモ原木群 市町 別 神奈川県文 財目録 表記

和元 5 1日

宮果樹公園 宮

宮町生涯学習センタ デ ン 場所 神奈川県農 試

験場 宮園芸部 後 県立農業試験場 あ た こ そこ 育成改

昭和47(1972 7 21日指定

樹高 18.25ｍ

カヤ 木
西光寺 川匂

カヤ 常緑針葉高木 こ

木 推定樹齢約500

い
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　教育委員会教育委員

氏　名 就任 月日 職　名 氏　名 就任 月日

森　英 成30 12月26日
委員長

職務 理者
山内 みどり

成29 12月23日
和2 4月1日～

岡野 敏彦 成28 10月1日 委　員 渡辺　優子 成30 10月1日

野谷　悦 和元 10月1日

2　小・中学校校長・教頭

　　校 長 名 教 頭 名

和 　俊宏 北川　慶

正　栄司 中西　美保

藤 　和人 小室　喜

松本　 志 岸　陽二

和 　智司 新井　久美

3　社会教育委員

NO.

1 再任　　　

2 再任　　　

3 再任　　　

4 再任　　　

5 新任

6 再任　　　

7 再任　　　

8 新任

備　　　　考

　　所　在　地　　　　電　話

関 　金 紀 社会教育関係者

和 ４月 日現在

教育長

職　名

委　員

委　員

 二宮町山西1,401    　72-3777

和 ４月 日現在

和 ４月 日現在

学  校  名

二 宮 西 中 学 校  二宮町川匂323        71-3116

二 宮 中 学 校  二宮町二宮54-2    　 71-0269

一 色 小 学 校  二宮町百合が丘2-7  　71-1543

二 宮 小 学 校  二宮町二宮872-1  　　71-0157

山 西 小 学 校

氏　　名

橋本　 恵 家庭教育関係者

蓮實　茂 社会教育関係者

伊達　良 社会教育関係者

久保 　秀実 学校教育関係者

一色　 利子 家庭教育関係者

三宅　栄子 家庭教育関係者

正　栄司 学校教育関係者
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4　歴 　教育長・教育委員

就任 月 退任 月 備　　　考

昭和27 11月 昭和31  9月 選制　S31 1月 会長

昭和27 11月 昭和31  9月 　　  

昭和27 11月 昭和31  9月 　　　

昭和27 11月 昭和31  9月 　　　

昭和27 11月 昭和31  9月 　　　 　 町議会か 選出

昭和27 11月 昭和32  9月 　　　

昭和31 10月 昭和34  9月 任命制 じ

昭和31 10月 昭和43  9月 S32 10月 教育長

昭和31 10月 昭和35  9月 S32 10月 委員長

昭和31 10月 昭和33  9月

昭和32 10月 昭和36 11月

昭和33 10月 昭和37  9月 S36 10月 委員長

昭和34 10月 昭和38  9月 S37 10月 委員長

昭和35 10月 昭和39  9月 S38 10月 委員長

昭和36 12月 昭和40  9月 S39 10月 委員長

昭和37 10月 昭和45  9月 S40 10月・44 10月 委員長

昭和38 10月 昭和42  9月 S41 10月 委員長

昭和39 10月 昭和43  9月 S42 10月 委員長

昭和40 10月 昭和44  6月 S43 10月 委員長

昭和42 10月 昭和50  9月 S43 10月 教育長

昭和43 10月 昭和47  9月

昭和43 10月 昭和47  9月 S45 10月 委員長

昭和44  7月 昭和48 12月

高木　定雄　 昭和45 10月 昭和57  9月 S47 10月～49 9月52 12月 委員長

松木　綾子　 昭和47 10月 昭和51  9月 S50 10月 委員長

昭和47 10月 昭和55  9月 S49 10月委員長・50 10月 教育長

昭和48 12月 昭和50  2月

昭和50  3月 昭和52 12月 S51 10月 委員長

昭和50 10月 昭和51  9月

昭和51 10月 昭和55  9月

昭和51 10月 昭和62  9月 S57 10月～58 9月・59 10月 委員長

昭和52 12月 昭和60 12月 S55 10月 教育長

昭和55 10月 成 4  9月 S58 10月 委員長

昭和55 10月 昭和59  9月

昭和57 10月 昭和59  1月

昭和59  2月 昭和61  9月

教育委員

氏　　 職　　　

水島　利恭　 教育委員

内藤    億

相馬　正雄　 教育委員

市川  栄次郎 教育委員/委員長/教育長

水島　萬寿　 教育委員・会長

教育委員

二見　 郎　 教育委員・教育長

長谷川　信　 教育委員

中島　勝美　

夏刈　辰 郎 教育委員

尾 　保 郎 教育委員・委員長

橘川　喜一郎 教育委員・委員長

岩崎　政蔵　 教育委員

二見　弘 　 教育委員・委員長

原　  清治 教育委員・委員長

善波　義光　 教育委員・委員長

橘川　良作　 教育委員・委員長

後藤　福蔵　 教育委員・委員長

山 　 郎　 教育委員・教育長

相馬　  翠 教育委員・委員長

鈴木　浄海　 教育委員・委員長

教育委員・委員長

原　  直吉 教育委員/委員長/教育長

水島　宰吉　 教育委員・委員長

和田　光世　 教育委員

田 　良輔　 教育委員

教育委員・委員長

田　彦 郎 教育委員

西山　ウメ　 教育委員

野谷　慎 郎 教育委員

杉崎　  保 教育委員・委員長

玉盛　 雄　 教育委員・委員長

小沢　ハナ　 教育委員

松木　新一　 教育委員・委員長

二見　長 　 教育委員・教育長

西山　喜德郎 教育委員

橘川　  澄 教育委員
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氏　　 職　　　 就任 月 退任 月日 備　　　考

昭和59 10月 成 2  9月 S60 12月 教育長

関山　  孝 昭和60 12月 成 5 12月 S62 10月～H3 9月・4 10月 委員長

松本　マサ子 昭和61 10月 成 2  9月

　茂一　 昭和62 10月 成 7  9月 H3 10月～4 9月・6 10月 委員長

尾崎　明子　 成 2 10月 成10  9月 H5 12月～6 9月・9 10月 委員長

野地　昌和　 成 2  9月 成 4  9月 H2 9月 教育長

加藤　好男　 成 4 10月 成 8  9月 H7 10月 委員長

石 　文雄　 成 4 10月 成 8  9月 H4 10月 教育長

渡邊　榮一　 成 5 12月 成13 12月 H8 10月・10 10月・12 10月 委員長

水島　一恭　 成 7 10月 成10  7月

　良光　 成 8 10月 成10  4月

島　明俊　 成 8 10月 成10 12月 H8 10月 教育長

西山　  誠 成10  6月 成16  9月 H11 10月～12 9月･15 10月 委員長

清水　貞子　 成10 10月 成14  9月

戸　和久　 成10 10月 成11  9月

添田　米美　 成11  1月 成12  9月 H11 1月 教育長

松本　博良　 成11 10月 成19  9月 H13 10月～15 9月･17 10月～18 9月委員長

小林　信昭　 成12 10月 成19  3月 H12 10月 教育長

能島　榮之助 成13 12月 成21 12月 H16 10月～17 9月･19 10月～20 9月委員長

奥村　陽子　 成14 10月 成18  9月

村　恭 郎 成16 10月 成20  9月 H18 10月～19 9月委員長

桐生　芳 　 成18 10月 成22  9月 H20 10月～21 9月委員長

内海　博治　 成19  4月 成26  12月 H19 4月 教育長

秋山　俊洋　 成19 10月 成23  9月 H21 10月～22 9月委員長

武 　健一　 成20 10月 成24  9月 H22 10月～23 9月委員長

出　 理子 教育委員・委員長 成21 12月 成25 12月 H23 10月～24 9月委員長

飯塚　富美　 教育委員・委員長 成22 10月 成26 9月 H24 10月～25 9月委員長

小林　德博　 教育委員・委員長 成23 10月 成27 ９月 H25 10月～H26 9月委員長

蓮實　茂 教育委員・委員長
成24 10月 成28 ９月

H26 10月～H27 3月委員長
H27 4月～H28 3月教育長職務 理者

山内　みど 教育委員 成25 12月 成29 12月 成28 4月～ 成29 3月教育長職務 理者

山内　みど 教育委員 成29 12月 現在に至 再任 和2 4月 教育長職務 理者

吉田　美佳子 教育委員 成26 10月 成30 ９月 成29 4月～ 成30 3月教育長職務 理者

府川　陽一 教育委員・教育長 成26 12月 成27  3月

府川　陽一 教育長 成27  4月 成30 12月 新制度移行に

原　 子 教育委員 成27 10月 和元 9月 成30 4月～ 成31 3月教育長職務 理者

岡野 敏彦 教育委員 成28 10月 現在に至 成31 4月～ 和2 3月教育長職務 理者

渡辺　優子 教育委員 成30 10月 現在に至

森　英 教育長 成30 12月 現在に至

野谷　悦 教育委員 和元 10月 現在に至

橘川　 一　 教育委員・教育長

教育委員・教育長

教育委員・委員長

教育委員・教育長

教育委員・委員長

教育委員・委員長

教育委員・委員長

教育委員・教育長

教育委員・委員長

教育委員・委員長

教育委員

教育委員・委員長

教育委員・教育長

教育委員・委員長

教育委員・委員長

教育委員

教育委員

教育委員・委員長

教育委員

教育委員・教育長

教育委員・委員長

教育委員

教育委員・教育長

教育委員・委員長

教育委員
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